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おお らら せせ知知

　

市
で
は
、
昨
年
３
月「
公
の
施
設

見
直
し
基
本
方
針
」を
策
定
し
、
そ

の
方
針
に
基
づ
い
て
、
検
討
を
重
ね

た
結
果
、　

施
設
の
見
直
し
を
行
う

１６７

こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

施
設
見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
昨
年
の
４
月
号
で
も
お
知
ら
せ

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
、
多
く

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
情
報
化
の
進

展
や
少
子
・
高
齢
化
な
ど
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
に
伴
っ
て
、
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
求
め
ら
れ
て
い
る

状
況
に
あ
り
、
既
存
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
見
直
し
、
財
源
を
確
保
し
、
新

た
な
行
政
ニ
ー
ズ
に
適
時
的
確
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。　

　

例
え
ば
、
子
育
て
に
関
す
る
行
政

ニ
ー
ズ
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で

な
く
、
子
育
て
そ
の
も
の
へ
の
支
援

策
、
子
育
て
し
や
す
い
就
労
形
態
・

社
会
的
環
境
の
整
備
な
ど
、
国
も
地

方
も
子
育
て
全
般
に
か
か
わ
る
新
た

な
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と

を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
市

の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
各
種
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
な
が

ら
、
今
後
の
新
し
い
施
策
を
展
開
し

て
い
く
た
め
に
、
今
回
、
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
や
民
営
化
な
ど
の
方

向
性
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
決
定
に
基
づ
い
て
、

見
直
し
を
順
次
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

次
の
施
設
は
、
市
の
指
定
す
る

民
間
団
体
等
に
よ
る
管
理
・
運
営

が
行
わ
れ
る「
指
定
管
理
者
制
度
」

を
導
入
し
ま
す
。
制
度
導
入
計
画

の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
民
間
団

体
等
の
運
営
に
よ
る
利
便
性
向
上

の
可
能
性
や
、
市
の
財
政
負
担
の

軽
減
な
ど
、
十
分
に
検
討
を
行
い

ま
し
た
。

　

制
度
導
入
後
も
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
市
の
施
設
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
く
、
市
の
条
例
な
ど
に

基
づ
い
て
運
営
さ
れ
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
施
設（　

施
設
）

142

　市市のの施施設設のの
見見直直ししをを行行いいまますす

概　　　要実施
時期

施設名

　指定管理者となる者が、駐車場を含め
て出水公会堂を管理・運営します。使用
申請の受付は、出水公会堂で行うことと
なります。

平
成　

年
度

２１
出水公会堂
出水公会堂駐車場

　現在は、広場の維持管理を市が直接手
配するなどして実施していますが、変更
後は、指定管理者となる者が、市の条例
に基づいて直接の管理・運営を行ってい
くこととなります。

平
成　

年
度

２１

上場農村緑地広場
大川内山村広場
江内運動広場

　現在は、公園の維持管理やキャンプ施
設の貸出などを市が直接実施しています
が、変更後は、指定管理者となる者が、
市の条例に基づいて直接の管理・運営を
行っていくこととなります。

平
成　

年
度

２１高野山公園

　現在は、施設の維持管理や貸出などを
市が直接実施していますが、変更後は、
指定管理者となる者が、市の条例に基づ
いて直接の管理・運営を行っていくこと
となります。

平
成　

年
度

２１

大川内・下水流農業者
トレーニングセン
ター、働く婦人の家、
野田農産加工施設、海
洋公園プール、海の家、
ツル観察センター

　現在、施設の維持管理や観光案内は、
団体に委託するなどして市が直接実施し
ていますが、変更後は、指定管理者とな
る者が、市の条例に基づいて直接の維持
管理や観光案内を行っていくこととなり
ます。

平
成　

年
度

２１竹添邸

　出水駅周辺の施設である西口広場、東
口広場、東西自由通路、西口駐車場（第
１・第２）、多目的広場、飛来里を一括
し、指定管理者制度を導入します。指定
管理者となる者が、市の条例に基づいて
直接の運営・管理を行っていくこととな
ります。

平
成　

年
度

２１出水駅周辺施設

　指定管理者となる者が、市の条例に基づい
て各種届出受付、設備・施設等の管理、簡易
な修繕などを行っていきます。

平
成　

年
度

２１
市営住宅
（５３住宅）

概　　　要実施
時期

施設名

　現在は、公園の維持管理を市
が直接手配するなどして実施し
ていますが、変更後は、指定管
理者となる者が、市の条例に基
づいて直接の管理・運営を行っ
ていくこととなります。

平
成　

年
度
〜
平
成　

年
度

２１

２３

公園
（３９公園）

　園児数が減少しているものの、
立地条件から他の保育園との統
合は極端に利便性が低下するた
め、当分の間は指定管理者制度
を導入し、市の条例に基づいて
指定管理者が直接の運営・管理
を行っていくこととします。

平
成　

年
度

２２上場保育園

　現在は、施設の維持
管理や貸出などを市が
直接実施していますが、
変更後は、指定管理者
となる者が、市の条例
に基づいて直接の管
理・運営を行っていく
こととなります。

平
成　

年
度

２３

文化会館、音楽ホール、総合運動
公園多目的広場、陸上競技場、野
球場、テニスコート、総合体育館、
総合武道館、出水弓道場、出水屋
内ゲートボール場、市民プール、
中央図書館、歴史民俗資料館、高
尾野図書館、高尾野郷土館・古城
画伯コレクション館、野田図書館、
野田史料館、江内体育館、高尾野
体育館、高尾野武道館、高尾野き
らめきドーム、高尾野運動場、高
尾野工業団地運動場、高尾野多目
的広場、高尾野工芸館、野田体育
館、野田武道館、野田運動場、野
田弓道場

問い合わせ先
　企画政策課行政改革係

（��４０３７）
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おお らら せせ知知
　

次
の
施
設
は
、
施
設
の
性

質
か
ら
、
公
的
関
与
の
妥
当

性
や
民
間
活
力
の
導
入
に
よ

る
効
果
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
、
民
営
化
す
る
こ
と
で
施

設
の
効
用
が
高
ま
る
と
判
断

し
ま
し
た
。
民
営
化
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
説
明
会
を

開
催
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

統
合
等
す
る
施
設（
４
施
設
）

　

次
の
施
設
は
、
今
後
の
経
費
負

担
や
効
率
性
の
面
か
ら
、
他
の
施

設
と
統
合
等
を
す
る
こ
と
が
最
も

有
効
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

統
合
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
説

明
会
を
開
催
す
る
な
ど
計
画
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

廃
止
す
る
施
設（
１
施
設
）

　

次
の
施
設
は
、
利
用
状
況
や
経

費
負
担
な
ど
の
面
か
ら
廃
止
す
る

こ
と
と
し
ま
す
が
、
今
後
、
地
元

説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
意
見

交
換
会
や
協
議
を
重
ね
、
廃
止
後

の
施
設
の
取
り
扱
い
な
ど
を
決
定

し
ま
す
。

規
模
を
縮
小
す
る
施
設

（
７
施
設
）

　

次
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
規
模
縮
小
な
ど
を
図
る
こ
と
で
、

施
設
の
効
用
を
高
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

概　　　要実施
時期

施設名

　民営化を実施しますが、今後も継続し
て通所授産施設サービスを展開していた
だくために、サービスを継承できる団体
等に譲渡します。

平
成　

年
度

２０
知的障害者授産施設
いずみ園野田分場

　養護老人ホームについては、一般に、
民間によって設立や運営がなされている
ことなどから、市直営から民営化への移
行を目指します。

平
成　

年
度

２２敬老園

　特別養護老人ホームについては、一般
に、民間によって設立・運営がなされて
おり、市直営から民間運営に移行した場
合にもサービス充実が十分に期待できる
ことから、民営化を実施します。

平
成　

年
度

２３紅葉園

　温泉施設については、民間による運営
が十分に可能であることから民営化を実
施します。

平
成　

年
度

２３
温泉センター
「もみじ」

　これまでは、市直営により運営してき
ましたが、今後は、民間活力を導入する
ことによって、より利用しやすい博物館
となることを目指します。

平
成　

年
度

２３

ツル博物館
クレインパーク
いずみ

概　　　要実施
時期

施設名

　既存の私立保育園の運

営実績からも十分な保育

事業が期待できることか

ら民営化を実施しますが、

他の私立保育園と同様に、

市は指導・助言を行って

いきます。

平
成　

年
度

２２

西出水保育園、
大久保保育園、
江内保育園

平
成　

年
度

２３

出水保育園、
福之江保育園、
野田保育園

平
成　

年
度
以
降

２４東出水保育園、
米ノ津保育園

民
営
化
す
る
施
設（　

施
設
）

１３

概　　　要実施
時期

施設名

　平成１９年１０月１日現在の園児数は、定員２０人に対し６人
という状況です。今後も園児数が増加することが見込めな
いことから東出水保育園に統合します。

平
成　

年
度

２２大川内保育園

　現在は自校方式で対応していますが、学校給食センター
での対応に切り替えて、効率化を図ります。

平
成　

年
度

２３
野田小学校給食施設、
野田中学校給食施設

　野田小学校及び野田中学校の分までを対応することとし、
調理部門等可能な部門については外部委託による運営も視
野に入れ、効率性を高めます。

平
成　

年
度

２３学校給食センター

概　　　要実施
時期

施設名

　地域公民館としての必要性が薄れていることなどから廃
止しますが、建物等は地元自治会などと協議の上で活用方
法を決定します。

平
成　

年
度

２１西出水公民館

概　　　要実施
時期

施設名

　より効率的な運営を行うため、高尾野斎場の火葬炉を現
在の２基から１基に縮小して、現在の３施設の運営を継続
します。ただし、将来的には施設の統合や指定管理者制度
の導入も視野に入れて検討を続けます。

平
成　

年
度
以
降

２０
火葬場
（慈光苑・高尾野斎場・
じょうらく苑）

　出水総合医療センターに、平成２０年度から回復期リハビ
リテーション病床を４０床設け、さらに、全体の病床数を現
在の３３４床から２４４床に縮小して経営改善を図ります。
　高尾野医療センターについては、現在の規模のままで経
営改善に努めます。
　野田医療センターについては、現在、病床数を８床で運
営していますが、経営改善を図るため、平成２０年度から無
床の在宅療養支援診療所に変更します。
　なお、訪問看護ステーションは、在宅療養支援診療所と
連携して、在宅医療を支援するため、平成２１年度から病院
事業として運営を行います。

平
成　

年
度
〜
平
成　

年
度

２０

２１

病院施設
（出水総合医療センター・
高尾野医療センター・
野田医療センター・
訪問看護ステーション）
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平成18年度決算平成18年度決算

（単位：千円） （単位：千円）
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平
成　

年
度
一
般
会
計

１８

の
決
算
は
、
歳
入
総
額　
２５０

億
４
千　

万
１
千
円
、
歳

726

出
総
額　

億
３
千　

万
４

２４５

２３４

千
円
と
な
り
、
歳
入
か
ら

歳
出
を
引
い
た
形
式
収
支

は
５
億
１
千　

万
７
千
円

４９１

で
、
こ
の
額
か
ら
繰
越
事

業
の
た
め
に
使
う
財
源
４

千　

万
７
千
円
を
引
い
た

３５７
実
質
収
支
は
４
億
７
千　
１３４

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
は
、
合
併

１８

後
初
の
実
質
的
な
決
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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構成比決算額目　　　的　　　別

２０．０９％５，０３０，５８７１　市税○

２．９０７２６，３７６２　地方譲与税　

０．０６１６，１５４３　利子割交付金　

０．０３８，２８６４　配当割交付金　

０．０３８，６１１５　株式等譲渡所得割交付金　

２．０８５２１，０５３６　地方消費税交付金　

０．０５１１，５００７　ゴルフ場利用税交付金　

０．４１１０２，２３４８　自動車取得税交付金　

０．４７１１７，１４８９　地方特例交付金　

３７．０２９，２７１，６６９１０　地方交付税　

０．０４１０，３６１１１　交通安全対策特別交付金　

２．６７６６９，８６４１２　分担金及び負担金○

２．０７５１９，３２６１３　使用料及び手数料○

９．３５２，３４２，７３１１４　国庫支出金　

５．０８１，２７２，５８４１５　県支出金　

０．５５１３８，２１５１６　財産収入○

０．０１３，２９０１７　寄付金○

４．１１１，０２８，２６３１８　繰入金○

３．０６７６５，４９１１９　繰越金○

２．１７５４３，７１８２０　諸収入○

７．７５１，９３９，８００２１　市債　

１００．００２５，０４７，２６１　　歳入合計　

３４．７３８，６９８，７５４自主財源○

６５．２７１６，３４８，５０７依存財源　

構成比決算額目　　　的　　　別

０．８４％２０５，４５９１　議会費

１３．４６３，３０２，３２４２　総務費

２８．４１６，９７０，４７６３　民生費

１０．９２２，６７９，１９２４　衛生費

０．２２５３，３１６５　労働費

５．２８１，２９４，１０５６　農林水産業費

０．９０２２１，２７６７　商工費

１２．４３３，０５０，０３０８　土木費

３．３９８３１，５３０９　消防費

９．０７２，２２５，６５２１０　教育費

３．０４７４５，７０２１１　災害復旧費

１２．０３２，９５１，５７７１２　公債費

０．０１１，７０５１３　諸支出金

１００．００２４，５３２，３４４計
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平成18年度決算平成18年度決算

財
産
・
借
金
の
状
況

【
財　

産
】

　

市
も
一
般
家
庭
と
同
じ
よ
う
に

土
地
や
建
物
、
自
動
車
、
貯
金
な

ど
の
財
産
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

土
地
・
建
物
の
主
な
も
の
は
、

山
林
や
学
校
、
公
園
、
住
宅
な
ど

の
施
設
で
す
。
ま
た
、
一
般
家
庭

の
預
貯
金
に
相
当
す
る
も
の
を
基

金
と
呼
び
、
市
に
は
、
現
在　

の
１５

基
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、

残
っ
た
お
金
を
積
み
立
て
た
り
、

財
源
が
不
足
し
そ
う
な
と
き
に
取

り
崩
し
た
り
す
る
も
の
、
あ
る
事

業
を
行
う
た
め
に
積
み
立
て
て
い

く
も
の（
積
立
基
金
）、
基
金
の
原

資
は
取
り
崩
さ
な
い
で
そ
の
利
息

を
使
っ
て
事
業
を
行
う
も
の（
果

実
運
用
基
金
）、
あ
る
一
定
の
金

額
の
基
金
を
原
資
に
土
地
を
購
入

し
た
り
、
貸
し
付
け
を
行
っ
た
り

す
る
も
の（
定
額
運
用
基
金
）な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
性
格
を
有
す
る
基
金

が
あ
り
ま
す
。

【
借　

金
】

　

市
に
は
、
地
方
債
と
い
わ
れ
る

借
金
が
平
成　

年
度
末
で
、
一
般

１８

会
計
と
特
別
会
計
と
を
合
わ
せ
て

　

億　

万
２
千
円
あ
り
ま
す
。

４５１

２１０

　

こ
れ
を
市
民
一
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と
、
約　

万
４
千
円
に
な

７８

り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
借
金
の

中
に
は
償
還
金
の
一
部
を
地
方
交

付
税（
市
町
村
な
ど
の
地
方
自
治

体
が
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
を
保
て
る

よ
う
に
、
国
が
交
付
す
る
お
金
）

で
賄
っ
て
も
ら
う
も
の
も
あ
り
ま

す
。

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算特別会計決算
　特別会計とは、地方公共団体が特定の収入をもって特定の
支出に充てる事業について、一般会計と切り離して収支経理
を行う会計です。決算状況は次のとおりです。

企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算企業会計決算
　水道事業・病院事業の決算は次のとおりです。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末 公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産ののののののののののののののののののののの現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高平成１８年度末　公有財産の現在高

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成平成１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８１８年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債債残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高年度末　地方債残高

平 成 1 8 年 度 末
現 在 高区　　　　分

３２，８７５，００５㎡
（２８，８９４，２７８㎡）

土 地
（ う ち 山 林 ）

３１７，９５２　㎡建 物

４５，８８１千円有 価 証 券

６０９，４９７千円出 資 金

１２３，１５３千円貸 付 金

２２６　台車 両

１０，２６８，９５３千円基 金

平成18年度末
現 在 高区　　　　　　分

２７，６４８，１４１一般会計

１０，７２８，４２０下水道特別会計

４，１７３，８３５特定環境保全公共下水道特別会計

２，１７５，６６９農業集落排水特別会計

２９３，８７４地方卸売市場特別会計

８２，１６３公共用地先行取得特別会計

４５，１０２，１０２計 会計の内容会計名
自営業者や農林水産業者などが加

入する医療保険を行う会計です。

７，２０８，９８５歳入国民健康保険
（事業勘定） ６，９５６，３２７歳出

大川内診療所の運営を行う会
計です。

１２，２０２歳入国民健康保険
（直診診療施設勘定） １２，２０２歳出

７５歳以上の高齢者の医療費を
支払うための会計です。

６，７３５，３０２歳入
老人保健

６，７３５，３０２歳出

介護保険を行う会計です。
４，０３３，６９１歳入

介護保険
３，９６２，３１０歳出

寝たきりの方等が、在宅で療養ができ
るよう支援するための会計ですが、平
成１８年５月に休止しました。

１，６２６歳入訪問看護
ステーション １，６２６歳出

交通事故で死亡したり、負傷した
りしたときの見舞金を支払う共済
制度の運営を行う会計です。いわ
ゆる１円保険です。

１５，３４６歳入
交通災害共済

１２，９７６歳出

工場等の用地を造成して、企業
等に売り払う会計です。

１，１０１歳入
用地造成

１，１０１歳出
出水地区の生活雑排水等を浄
化処理するための会計です。

１，７０７，６２８歳入
下水道

１，６９２，７９０歳出
高尾野地区の生活雑排水等を
浄化処理するための会計です。

９４５，８７０歳入特定環境保全
公共下水道 ９４５，８７０歳出

野田地区・江内地区の生活雑排水等
を浄化処理するための会計です。

２４６，１２７歳入農業集落排水 ２４６，１２７歳出
「出水市公設地方卸売市場」の
施設管理を行う会計です。

２１，９９８歳入
地方卸売市場

２１，９９８歳出
新幹線出水駅周辺の用地を先行取
得するために設置された会計です。

５２，８３２歳入公共用地先行取得 ５２，８３２歳出

（単位：千円）

決算額会 計 名

８３４，４１４収益的収入

水道事業
７８３，５５６収益的支出

２７３，４９８資本的収入

６５５，８９１資本的支出

５，４７０，０５２収益的収入

病院事業
６，０１４，１１５収益的支出

３４１，７８１資本的収入

５３７，４３０資本的支出

（単位：千円）

（単位：千円）

収益的収支：企業の経営活動に伴う経常的な収支
で、内訳は、料金などの収入や、施
設を維持管理するために必要な費用、
人件費、減価償却費、国からの借入
金の支払利息などです。

資本的収支：企業の建設改良事業に伴う収支で、
内訳は、国からの借入金である企業
債などの収入や、施設を整備充実さ
せるために必要な工事費、人件費、
企業債の償還金などです。
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
よ
る

　

本
市
の
状
況

　

本
市
の
場
合
、
道
路
、
橋
梁
、

公
園
お
よ
び
市
営
住
宅
等
へ
の

投
資
で
あ
る
土
木
費
が
、　

�
４６．４

と
全
体
の
約
半
分
を
占
め
、
続

い
て
学
校
等
へ
の
投
資
で
あ
る

教
育
費
が　

�
と
な
っ
て
い
ま

２６．８

す
。

　

こ
の
２
つ
の
項
目
で
全
体
の

　

�
を
占
め
て
お
り
、
市
民
の

７３．２生
活
基
盤
お
よ
び
教
育
環
境
に

重
点
を
置
い
て
社
会
資
本
が
整

備
さ
れ
て
き
た
の
が
分
か
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」

　
　
　
　
　

は
、
一
般
に
民
間
企
業

　
　
　
　
　

で
い
う「
損
益
計
算
書
」

　
　
　
　
　

に
当
た
る
も
の
で
す
。

民
間
企
業
と
異
な
り
利
益
追
求
を
目

的
と
し
て
い
な
い
た
め
地
方
自
治
体

が
１
年
間
に
提
供
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
た
め
に
必
要
な
費
用（
行

政
コ
ス
ト
）お
よ
び
税
金
や
手
数
料

な
ど
の
収
入（
収
入
項
目
）を
明
ら
か

に
し
た
計
算
書
で
す
。

　

ま
た
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
に
は
、

資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
費
用
で

減
価
償
却
費
な
ど
実
際
に
現
金
の
支

出
を
伴
わ
な
い
費
用
も
入
っ
て
い
ま

す
の
で
目
に
は
見
え
な
い
コ
ス
ト
も

含
め
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
支
出
状
況

が
把
握
で
き
ま
す
。

出水市バランスシート
（平成１９年３月３１日現在）

行政コスト計算書 
自　平成１８年４月１日
至　平成１９年３月３１日

貸　方借　方
［負債の部］［資産の部］
固定負債有形固定資産

２４，９０５，４５０�地方債２，８０５，５９１�総務費
２，１５１，９８１�民生費

�債務負担行為４７７，２１５�衛生費
０　�物件の購入等６９，８５４�労働費
０　�債務保証又は損失補償１０，０１６，６３０�農林水産業費
０債務負担行為計２，０８３，５４５�商工費

３３，００４，８０６�土木費
６，４０２，７２７�退職給与引当金９２７，７００�消防費

１９，０９９，２６５�教育費
３１，３０８，１７７固定負債合計５６２，１５７�その他

７１，１９８，７４４計
１７，８４６，３６６（うち土地

流動負債
２，４９３，３５８�翌年度償還予定額７１，１９８，７４４有形固定資産合計

投資等
０�翌年度繰上充用金５，６１５，０１８�投資及び出資金

１２３，４１３�貸付金
２，４９３，３５８流動負債合計�基金

３，７５３，３００　�特定目的基金
３３，８０１，５３５負債合計１，０００，０００　�土地開発基金

２７６，６３６　�定額運用基金
［正味資産の部］５，０２９，９３６基金計

１０，７６８，３６７投資等合計
１０，５９８，２０９国庫支出金流動資産

�現金・預金
５，９２２，７８５都道府県支出金３，２６８，４００　�財政調整基金

１，４９９，１００　�減債基金
３７，２２８，３５４一般財源等４７０，２７３　�歳計現金

５，２３７，７７３現金・預金計
５３，７４９，３４８正味資産合計�未収金

２９９，２４０　�地方税
８７，５５０，８８３負債・正味資産合計４６，７５９　�その他

３４５，９９９未収金計
５，５８３，７７２流動資産合計
８７，５５０，８８３資産合計

（単位：千円）
（単位：千円）

費用の部
４，９４１，２９２人件費
２，４３１，５５１物件費
１８９，８４１維持補修費
３，１９０，２１６扶助費
２，２２４，７３４補助費等
４４７，７７８普通建設事業費
７５４，８０１災害復旧事業費
５７９，０６６公債費
３，１１２，５８９繰出金
３，３６０，４８４減価償却費
９１４，５７３退職給与引当金繰入額

　　３１，５７７不納欠損額
２２，１７８，５０２費用合計

収入の部
１５，８５３，７０９一般財源等
１，８８２，８１２国庫支出金
１，１２０，３７７県支出金
６６１，６６９使用料・手数料
２４２，３２７分担金負担金
１５９，０４８財産収入
１２５，７９７繰入金

　　４７９，１２７諸収入
２０，５２４，８６６収入合計
△１，６５３，６３６当期純余剰
４１３，２６５国庫支出金取崩高

　　３００，４６４県支出金取崩高
△９３９，９０７当期一般財源等増加額

　３８，１６８，２６１前期繰越一般財源等
３７，２２８，３５４当期末一般財源等

　　作成基準：平成１２年３月に自治省（現総務省）が発表した作成マニュアル（統一基準）に基づいて、
　　　　　　　昭和４４年度以降のデータを用いて作成しました。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、

貸
借
対
照
表
と
も
い
わ

れ
、
基
準
日
に
お
い
て

市
が
所
有
し
て
い
る
資

産（
土
地
・
建
物
・
貯
金

な
ど
）と
、
そ
れ
ら
の

資
産
を
つ
く
る
た
め
に

使
わ
れ
た
お
金
の
状
況

を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
に

　

よ
る
本
市
の
状
況

　

平
成　

年
度
の
１
年
間
で
本

１８

市
が
提
供
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
要
し
た
費
用
は
、　

億
７
千

２２１

　

万
２
千
円
で
、
市
民
１
人
当

８５０た
り
で
は
、
約　

万
５
千
３
百

３８

円
相
当
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
一
般
財
源
等
増
減
額

は
、
民
間
企
業
の
損
益
計
算
書

で
い
う「
当
期
純
利
益
」に
相
当

す
る
も
の
で
す
が
、
平
成　

年
１８

度
の
本
市
は
、
９
億
３
千　

万
９９０

７
千
円
の
損
失
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
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今
回
は
、
地
域
完
結
型
医
療（
か
か
り
つ

け
医
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
提
供
体
制
等
）

に
つ
い
て
、
ご
説
明
し
ま
す
。

　

つ
い
最
近
ま
で
、
当
院
の
よ
う
な
規
模
の

病
院
で
は
、
急
性
期
か
ら
慢
性
期
の
患
者
さ

ん
ま
で
を
引
き
受
け
、
寝
た
き
り
の
患
者
さ

ん
も
多
く
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
現

在
は
そ
の
よ
う
な
医
療
提
供
は
、
国
の
医
療

制
度
改
革
で
認
め
ら
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

国
は
、
で
き
る
だ
け
在
宅
で
療
養
で
き
る

慢
性
期
の
患
者
さ
ん
は
、
早
い
う
ち
か
ら
自

宅
で
診
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
無
理
で
あ
れ
ば
、

病
院
で
は
な
く
、
老
人
保
健
施
設
等
を
利
用

す
る
よ
う
に
勧
め
て
き
て
い
ま
す
。
在
宅
で

療
養
さ
れ
る
場
合
は
、
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
先
生
が「
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
」と
い
う

形
で
在
宅
療
養
を
支
援
し
て
い
く
形
も
と
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る「
病

院
完
結
型
医
療
」で
は
な
く
、
地
域
全
体
と

し
て
医
療
を
完
結
し
て
い
く「
地
域
完
結
型

医
療
」へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
当
院
の
よ

う
な
急
性
期
型
病
院
で
は
、
慢
性
期
の
患
者

さ
ん
を
多
く
受
け
入
れ
て
い
け
ば
、
経
営
が

成
り
立
っ
て
い
か
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
地
域
完
結
型
医
療
」が
う
ま
く
軌
道

に
の
る
た
め
に
は
、
国
が
推
奨
し
て
い
る
よ

う
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地

域
の
開
業
医
の
先
生
の
中
か
ら「
か
か
り
つ

け
医
」を
決
め
て
い
た
だ
き
、
病
院
で
の
専

門
的
な
治
療
や
入
院
等
が
必
要
と
判
断
さ
れ

た
時
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」か
ら
、
当
院
の

よ
う
な
地
域
の
基
幹
病
院
に
紹
介
し
て
い
た

だ
く
と
い
う「
病
診
連
携
」が
必
要
で
す
。
も

ち
ろ
ん
当
院
で
も
対
応
が
困
難
な
疾
患
に
つ

い
て
は「
病
病
連
携
」と
い
う
形
で
鹿
児
島
市

内
や
熊
本
市
内
の
大
き
な
病
院
に
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
の
治
療
が
終
わ
り
、
状
態
が
安
定

し
た
ら
、
以
前
の
よ
う
に「
か
か
り
つ
け
医
」

の
先
生
に
診
て
い
た
だ
く
か
、
症
状
に
よ
っ

て
は
、
他
の
療
養
型
の
病
院
や
施
設
等
に
移

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な
患
者
さ
ん
の

場
合
は
、
早
め
に
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
途
中
か
ら
他
の
リ
ハ
ビ
リ
専

門
病
院
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
切
れ
目
の
な
い
ス

ム
ー
ズ
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
が
、
国
の

医
療
制
度
改
革
で
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
普
段
か
ら
地
域
の
開
業
医
の

先
生
方
と
の
連
携
を
深
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
患

者
さ
ん
の
紹
介
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
御
理

解
・
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
誰
が
か
か
る
か
に
よ

り
重
症
度
は
全
く
違
っ
て
き
ま
す
。

　

免
疫
の
弱
い
お
年
寄
り
や
小
児
は
、
特
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
つ
ま
り
感
染
症
は
微
生

物
と
ヒ
ト
が
体
内
に
持
っ
て
い
る
免
疫
と
の

バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
ま
す
。
免
疫
の
強
い
ヒ
ト

の
場
合
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
か
か
ら
な

い
し
、
免
疫
の
弱
い
ヒ
ト
の
場
合
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
で
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
予
防
対

策
と
し
て
は
、
次
の
方
法
を
お
勧
め
し
ま
す
。

１
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
て

お
く
。

２
流
行
時
に
は
、
人
混
み
、
感
染
者
の
多
い

場
所
へ
の
外
出
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
。

３
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

４
帰
宅
時
に
は
手
洗
い
と
う
が
い
を
す
る
。

５
内
の
空
気
を
清
潔
に
保
ち
、
適
度
に
加
温

・
加
湿
す
る（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
は
低
温
、
乾
燥
を
好
み
ま
す
）。

６
普
段
か
ら
体
力
を
維
持
・
増
強
し
て
お
く
。

　

規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
は
発
熱
と
け
い
れ

ん
・
意
識
障
害
・
異
常
行
動
が
急
激
に
進
行

し
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と（　

�
）や
重

３０

い
後
遺
症（　

�
）を
残
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２５

治
療
方
法
に
つ
い
て
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
早
期
の
診
断
と
早
期
治

療
開
始
が
必
要
で
す
の
で
、
症
状
が
あ
っ
た

ら
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
従
来
の
大
学
病

院
・
医
局
等
か
ら
の
医
師
派
遣
の
み
で
は
医

師
確
保
が
困
難
な
状
況
で
す
。

　

将
来
的
に
安
定
し
た
医
師
確
保
を
目
指
し

て
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
ま
ず
は
出
水
地
区
周

辺
出
身
の
医
師
に
当
院
の
こ
と
を
周
知
す
る

と
い
う
試
み
か
ら
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

皆
様
が
ご
存
知
の
出
水
地
区
周
辺
出
身
医

師
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
差
し
支
え
の

な
い
範
囲
で
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

情
報
提
供
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
庶
務
課

　
（
�
�
１
６
１
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
６
６
１
）

出水総合医療センター
　院長　瀬戸　　弘氏

出
水
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

地
域
完
結
型
医
療
に
つ
い
て

�

�

�

�

��
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�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
を

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

出
水
地
区
出
身
の
医
師
情
報
に
つ

い
て
」（
お
願
い
）
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西
出
水
小　

高
橋　

宏
菜

　

た
の
し
い
ね　

ペ
ー
ジ
め
く
る
と

　

ゆ
め
の
く
に

西
出
水
小　

坂
本　

風
夏

　

み
つ
け
よ
う　

か
な
ら
ず
あ
る
よ

　

す
き
な
ほ
ん

西
出
水
小　

脇
田　

佳
奈

　

さ
あ
、
い
こ
う　

ゆ
め
を
さ
が
し
に

　

と
し
ょ
か
ん
へ

西
出
水
小　

平
山　

拓
弥

　

お
や
こ
で
に
こ
に
こ　

た
の
し
く
ど
く
し
ょ

小
学
２
年
生
の
部

特
選　

西
出
水
小　

深
見　

悠
佳

　

音
読
を　

笑
顔
で
聞
く
よ　

お
母
さ
ん

西
出
水
小　

高
橋　

天
馬

　

さ
あ
読
む
ぞ　

き
の
う
の
続
き

　

楽
し
み
だ

米
ノ
津
東
小　

か
わ
の　

ゆ
う
し
ん

　

本
を
ひ
ら
く
と　

あ
た
ら
し
い
せ
か
い
が

　

始
ま
る
よ

入
選　

西
出
水
小　

御
領　

七
海

　

本
を
読
み　

広
が
る
か
ん
ど
う

　

た
か
ら
も
の

西
出
水
小　

武
本　

和
也

　

た
の
し
い
な　

本
は
ぼ
く
ら
の

　

と
も
だ
ち
だ

西
出
水
小　

出
石　

華
那

　

ね
る
ま
え
に　

本
を
ひ
ら
い
て

　

ゆ
め
の
な
か

米
ノ
津
小　

松
木　

美
樹

　

弟
い
も
う
と　

う
れ
し
そ
う
に
聞
く

　

わ
た
し
の
音
ど
く

荘
小　

簾
下　

真
衣
奈

　

本
が
大
好
き　

た
く
さ
ん
た
く
さ
ん

　

読
ん
じ
ゃ
う
ぞ

下
水
流
小　

花
木　

優
斗

　

た
の
し
い
な　

む
ち
ゅ
う
に
な
る

　

本
の
せ
か
い

野
田
小　

山
下　

武
文

　

本
読
ん
で　

楽
し
い
せ
か
い
を

　

見
つ
け
よ
う

小
学
３
年
生
の
部

特
選

出
水
小　

肱
岡　

楊
隼

　

本
読
ん
で　

心
の
畑　

た
が
や
そ
う

東
出
水
小　

高
口　

陽
路

　

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て　

ぼ
く
も
ニ
コ
ニ
コ

　

み
ん
な
も
ニ
コ
ニ
コ

米
ノ
津
小　

鬼
塚　

由
佳

　

も
の
が
た
り　

い
つ
か
わ
た
し
も

　

主
じ
ん
こ
う

入
選　

西
出
水
小　

志
水　

な
な
み

　

本
の
秋　

今
日
は
何
を　

読
も
う
か
な　

西
出
水
小　

松
元　

佑
未

　

本
を
ひ
ら
く
と　

楽
し
い
せ
か
い

　

始
ま
る
よ

東
出
水
小　

浜　

愛
夢
華

　

目
か
ら
耳
か
ら　

広
が
る
せ
か
い

　

も
の
し
り
は
か
せ
も　

ゆ
め
じ
ゃ
な
い

米
ノ
津
東
小　

内
田　

あ
す
か

　

本
読
ん
で　

心
の
花
に　

水
を
や
ろ
う

米
ノ
津
東
小　

園
田　

祐
太
朗

　

一
さ
つ
の　

本
で
広
が
る

　

ぼ
く
の
せ
か
い

　

子
ど
も
た
ち
は
、
読
書
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

本
市
で
は
、
昨
年
開
催
し
ま
し
た「
読
書

活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」の

と
き
、「
読
書
標
語
」と「
短
作
文
」の
応
募
作

品
を
展
示
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ

で
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
父

さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
ま
た
、
家
族
の
皆
さ
ん
、

今
、
子
ど
も
た
ち
は
こ
ん
な
読
書
へ
の
思
い

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
み
ん
な
で
こ
の
気
持
ち
を
は
ぐ
く
み
、

広
げ
ま
し
ょ
う
。

読
書
標
語

小
学
１
年
生
の
部

特
選　

出
水
小　

植
村　

采
果

ど
き
ど
き
す
る
よ　

き
ょ
う
は
ど
の
ほ
ん

よ
も
う
か
な

東
出
水
小　

岩
川　

ま
い

　

お
と
う
さ
ん
、
こ
の
ほ
ん　

ね
む
る
と
き

　

よ
ん
で
ね

切
通
小　

石
元　

遙
希

　

い
っ
し
ょ
だ
よ　

ぼ
く
た
ち
き
ょ
う
だ
い

　

ほ
ん
が
す
き

入
選　

出
水
小　

窪　

侑
姫
那

　

ね
る
ま
え
に　

よ
ん
で
く
れ
る

　

お
は
な
し
だ
い
す
き

出
水
小　

安
山　

雄
翔

　

お
も
し
ろ
い
か
ら　

な
が
い
お
は
な
し
も

　

よ
ん
じ
ゃ
う
よ

西
出
水
小　

篠
原　

淳
志

　

ほ
ん
よ
ん
で　

つ
づ
き
を
み
る
よ

　

ゆ
め
の
な
か

子
ど
も
の
読
書
へ
の
思
い
は

子
ど
も
の
読
書
へ
の
思
い
は
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家家家家家家家家家家
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
でででででででででで
しししししししししし
かかかかかかかかかか
でででででででででで
きききききききききき
なななななななななな
いいいいいいいいいい

家
庭
で
し
か
で
き
な
い「「「「「「「「「「
子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどど
もももももももももも
をををををををををを

「
子
ど
も
を

本本本本本本本本本本
好好好好好好好好好好
きききききききききき
にににににににににに
すすすすすすすすすす
るるるるるるるるるる
」」」」」」」」」」

本
好
き
に
す
る
」育育育育育育育育育育
てててててててててて
方方方方方方方方方方

そそそそそそそそそそ
のののののののののの
三三三三三三三三三三

育
て
方　

そ
の
三

米
ノ
津
東
小　

川
久
保　

咲
也
香

　

図
書
館
へ　

さ
が
し
に
行
こ
う
よ

　

き
み
の
ゆ
め

下
水
流
小　

有
木　

夢
瑠

　

本
読
み
で　

ぼ
く
の
心
に

　

え
い
よ
う
ほ
き
ゅ
う

小
学
４
年
生
の
部

特
選

出
水
小　

山
本　

莉
子

　

物
語　

読
ん
で
る
わ
た
し
が　

主
人
公

西
出
水
小　

和
田　

惇
平

　

楽
し
み
だ　

今
度
は
何
の　

話
か
な

米
ノ
津
東
小　

末
ひ
ろ　

歩

　

ペ
ー
ジ
を
め
く
れ
ば　

ゆ
め
と
心
の

　

と
び
ら
が
ひ
ら
く

入
選　

出
水
小　

上
口　

理
羅

　

見
つ
け
よ
う　

心
に
残
る　

一
冊
を

西
出
水
小　

元
島　

悠
輔

　

い
っ
さ
つ
で　

み
ん
な
た
の
し
く

　

な
れ
る
ん
だ

西
出
水
小　

児
玉　

涼

　

本
を
読
ん
で　

み
ん
な
で
作
ろ
う

　

読
書
の
町

米
ノ
津
小　

土
屋　

秀
峰

　

本
読
み
は　

楽
し
さ
あ
ふ
れ
る

　

大
ぼ
う
け
ん

荘
小　

森
山　

麗
菜

　

図
書
室
は　

ふ
し
ぎ
の
国
の

　

た
か
ら
ば
こ

江
内
小　

川
崎　

青
空
海

　

知
ら
な
い
本　

ま
ず
は
一
度

　

読
ん
で
み
よ
う

野
田
小　

吉
岡　

寛
華

　

本
読
む
と　

き
み
も
わ
た
し
も　

仲
間
だ
よ

高
尾
野
小　

宮
崎　

直
人

　

か
し
こ
さ
と　

や
さ
し
さ
学
ぼ
う

　

読
書
か
ら

入
選

西
出
水
小　

窪
園　

栞

　

思
い
出
の　

写
真
を
し
お
り
に

　

読
書
の
秋

西
出
水
小　

新
冨　

舞

　

本
読
ん
で　

出
水
を
読
書
の

　

市
に
し
よ
う

西
出
水
小　

小
形　

美
佐
紀

　

秋
深
し　

読
書
で
楽
し
む

　

世
界
旅
行

高
尾
野
小　

田
中　

美
悠

　

本
を
読
も
う　

一
日
十
分　

読
む
習
慣

高
尾
野
小　

中
畠　

恵
祐

　

読
書
の
秋　

本
と
い
っ
し
ょ
に

　

ひ
ろ
が
る
世
界

野
田
小　

九
反　

愛
理

　

長
い
本　

読
み
切
っ
た
と
き
に　

達
成
感

野
田
小　

井
上　

も
も
こ

　

感
動
が　

生
ま
れ
る　

い
い
本　

い
い
心

　

こ
こ
に
紹
介
し
た
の
は
ほ
ん
の
一
部
で
す
。

小
学
校
中
学
年

　

○
ま
ぼ
ろ
し
の
小
さ
い
犬　

○
ル
ド
ル
フ

と
イ
ッ
パ
イ
ア
ッ
テ
ナ　

○
１
０
０
万
回

生
き
た
ね
こ　

○
ク
マ
と
仙
人　

○
グ
レ

イ
・
ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し　

○
グ
リ
ー

ン
・
ノ
ウ
の
お
客
さ
ま　

○
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ト
の
お
く
り
も
の　

○
今
森
光
彦
世
界
昆

虫
記　

○
な
が
い
な
が
い
ペ
ン
ギ
ン
の
話

○
イ
グ
ア
ナ
く
ん
の
お
じ
ゃ
ま
な
毎
日　

○
ふ
し
ぎ
な
木
の
実
の
料
理
法　

○
ハ
ン

カ
チ
の
上
の
花
畑　

○
秘
密
の
花
園　

○

龍
の
子
太
郎　

○
鬼
が
出
た　

○
大
ど
ろ

ぼ
う
ホ
ッ
ツ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ツ　

○
小
さ
い

魔
女　

○
魔
女
が
い
っ
ぱ
い　

○
魔
女
の

宅
急
便　

○
ラ
イ
オ
ン
と
魔
女　

○
魔
法

使
い
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
ケ
ー
キ　

○
紙

人
形
の
ぼ
う
け
ん　

○
人
形
の
家　

○
ビ

ロ
ー
ド
う
さ
ぎ　

○
キ
ロ
コ
ち
ゃ
ん
と
み

ど
り
の
く
つ　

○
１
０
０
０
の
風
１
０
０

０
の
チ
ェ
ロ　

○
歌
う
ね
ず
み
ウ
ル
フ　

○
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
シ
ュ　

○
ち
ず
の
え

ほ
ん　

○
ぼ
く
ら
の
地
図
旅
行　

○
ロ
ー

ワ
ン
と
魔
法
の
地
図　

○
ぼ
く
は
ア
フ
リ

カ
に
す
む
キ
リ
ン
と
い
い
ま
す　

○
キ
ャ

プ
テ
ン
は
つ
ら
い
ぜ　

○
こ
ち
ら『
ラ
ン

ド
リ
ー
新
聞
』編
集
部　

○
菜
の
子
先
生

が
や
っ
て
き
た　

○
ふ
し
ぎ
の
時
間
割　

○
急
行「
北
極
号
」　

○
そ
ば
か
す
イ
ェ
シ

○
の
っ
ぽ
の
サ
ラ　

○
火
の
く
つ
と
風
の

サ
ン
ダ
ル　

○
ピ
ー
ザ
ス
と
い
た
ず
ら
ラ

モ
ー
ナ　

○
ふ
た
ご
の
ル
ビ
ー
と
ガ
ー
ネ

ッ
ト　

○
お
れ
は
歌
だ
お
れ
は
こ
こ
を
歩

く　

○
絵
で
読
む
広
島
の
原
爆　

○
弟
の

戦
争　

○
い
っ
ぽ
ん
の
鉛
筆
の
む
こ
う
に

○
た
だ
い
ま
お
仕
事
中

小
学
５
年
生
の
部

特
選

東
出
水
小　

畑
川　

擁

　

本
読
め
ば　

顔
が
に
っ
こ
り

　

心
も
に
っ
こ
り

米
ノ
津
東
小　

広
島　

加
奈
子

　

め
く
る
た
び　

読
み
た
く
な
る
よ

　

好
き
な
本

野
田
小　

園
屋　

好
妙

　

お
も
し
ろ
さ　

無
限
に
広
が
る

　

本
の
世
界

入
選

出
水
小　

松
崎　

美
乃
里

　

本
を
読
も
う　

広
が
る
知
識

　

広
が
る
世
界

西
出
水
小　

竹
之
下　

滉
生

　

本
の
中　

夢
が
た
く
さ
ん　

つ
ま
っ
て
る

西
出
水
小　

貴
島　

悠
介

　

読
み
出
す
と　

な
か
な
か
と
ま
ら
ぬ

　

お
も
し
ろ
さ

東
出
水
小　

鮎
川　

友
哉

　

読
書
は
ね　

感
動
い
っ
ぱ
い　

勇
気
わ
く

東
出
水
小　

濱
迫　

佑
哉

　

読
書
は
ね　

み
ん
な
の
心　

い
や
す
ん
だ

米
ノ
津
小　

荒
木　

拓
哉

　

本
に
は
ね　

夢
が
い
っ
ぱ
い

　

つ
ま
っ
て
る

下
水
流
小　

吉
田　

真
琴

　

手
に
と
っ
て　

さ
あ
行
こ
う
よ　

本
の
国

小
学
６
年
生
の
部

特
選

出
水
小　

寺
師　

千
恵

　

読
書
す
る　

時
間
は
わ
た
し
の　

宝
物

東
出
水
小　

白
石　

歩

　

本
の
ド
ア　

開
け
ば
広
が
る　

夢
の
世
界

市
立
図
書
館
お
す
す
め
の
本

　

ど
ん
な
本
を
読
ま
せ
た
ら
良
い
の
か
分
か

ら
な
い
。
ま
た
、
忙
し
く
て
時
間
を
か
け
て

選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
ん
な
保
護
者
の

皆
さ
ん
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

決
ま
っ
た
ら
、
図
書
館
に
出
か
け
て
、
手

に
と
っ
て
か
ら
借
り
る
の
も
良
し
、
直
ぐ
電

話
で
貸
し
出
し
の
予
約
を
す
る
の
も
良
し
。

お
忙
し
い
方
に
は
便
利
な
情
報
で
す
。



10広報いずみ ２００８（平成２０年）２/１号

�

�

�

�

��������������������������������������������

��������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

月
６
日
か
ら
同　

日
に
か
け
て
出
水
地

１１

２８

域
で
市
政
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
政
広
聴
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
直

面
し
て
い
る
問
題
点
や
市
政
に
対
す
る
ご
意

見
・
ご
要
望
な
ど
を
直
接
お
聴
き
し
、
そ
の

実
態
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
で
今
後
の
市
政

に
役
立
て
よ
う
と
実
施
し
た
も
の
で
す
。
昨

年
度
の
高
尾
野
・
野
田
地
域
に
引
き
続
き
、

今
回
は
出
水
地
域
７
カ
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

全
会
場
で
延
べ　

項
目
以
上
に
及
ぶ
多
く

９０

の
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙

面
の
都
合
上
、
す
べ
て
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一
部
を
要
約
し
て
掲
載

し
ま
す
。

生
活
環
境

夕
方
の
悪
臭
を
何
と
か
し
て

問　

夕
食
時
に
な
る
と
も
の
す
ご
い
悪
臭
が

発
生
し
、
窓
も
開
け
ら
れ
ず
大
変
困
っ
て

い
る
。
集
落
で
原
因
と
思
わ
れ
る
企
業
と

話
も
し
て
い
る
が
、
何
も
進
展
し
な
い
。

何
か
市
と
し
て
打
開
策
は
な
い
も
の
か
。

答　

苦
情
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
市
か

ら
も
企
業
に
直
接
話
を
し
、
県
に
も
連
絡

し
て
い
る
。
測
定
値
は
悪
臭
防
止
法
の
基

準
以
下
で
あ
り
強
い
改
善
指
導
は
で
き
な

い
が
、
今
後
も
話
し
合
い
と
お
願
い
を
し

て
い
く
。

建　
　

設

国
道
の
植
栽
が
見
苦
し
い

問　

県
の
玄
関
口
で
あ
る
国
道
３
号
の
草
が

伸
び
放
題
で
あ
っ
た
り
、
ツ
ツ
ジ
の
植
え

込
み
は
時
期
は
ず
れ
の
刈
り
込
み
で
ま
す

ま
す
枯
れ
て
い
く
状
況
が
あ
る
が
、
ど
う

に
か
で
き
な
い
か
。

答　

そ
う
い
う
状
況
を
見
受
け
る
の
で
、
国

道
３
号
を
管
理
す
る
阿
久
根
維
持
出
張
所

に
も
う
少
し
適
切
な
維
持
管
理
を
要
望
す

る
。

下
水
道
の
全
体
区
域
の
見
直
し
は

問　

集
落
の
半
分
が
公
共
下
水
道
の
区
域
内

に
あ
る
が
、
下
水
道
区
域
は
今
後
も
拡
大

し
て
い
く
の
か
。

答　

昭
和　

年
度
に
始
ま
っ
た
本
市
の
下
水

５４

道
事
業
は
ほ
ぼ
完
結
に
近
く
、
今
後
全
体

計
画
の
見
直
し
を
行
う
予
定
は
な
い
。
区

域
外
で
は
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
補
助

制
度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

米
ノ
津
川
の
激
特
事
業
に
つ
い
て

問　

県
が　

数
億
円
の
事
業
費
で
米
ノ
津
川

９０

の
改
修
を
行
っ
て
い
く
が
、
景
観
上
ど
う

な
る
の
か
。
河
川
沿
い
に
日
本
一
の
桜
並

木
を
と
も
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　

景
観
対
策
に
は
十
分
配
慮
し
て
も
ら
う

よ
う
お
願
い
す
る
が
、
県
も
石
積
工
な
ど

自
然
型
の
工
法
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
桜
も
ど
う
い
う
方
法
で
あ
れ
ば
植
栽

で
き
る
の
か
、
研
究
し
て
み
た
い
。

産
業
振
興

企
業
誘
致
で
雇
用
促
進
を

問　

特
に
若
い
人
た
ち
の
雇
用
の
場
を
増
や

す
た
め
に
、
企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
。

答　

企
業
誘
致
定
住
促
進
室
と
い
う
部
署
を

つ
く
り
、
専
門
的
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
る
。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～　市政座談会　～

座
談
会
で
の
ご
意
見

※ 
多
く
の
ご
意
見
の
中
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

参加人数対　　象場　　所月　日

２６人上場・大川内小学校区大川内農業者トレーニングセンター１１月６日

２３人米ノ津東・切通小学校区米ノ津東小学校体育館７日

２４人東出水小学校区東出水小学校体育館８日

４２人西出水小学校区西出水小学校体育館１５日

１６人荘・蕨島小学校区荘中学校クラブハウス１９日

２４人米ノ津小学校区米ノ津小学校体育館２２日

３４人出水小学校区出水小学校体育館２８日

１８９人合計
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特
攻
碑
公
園
の
活
用
を

問　

特
攻
碑
公
園
を
観
光
の
大
き
な
目
玉
と

し
て
も
っ
と
活
用
す
べ
き
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
特
攻
碑
に
関
す
る
内
容
を
充

実
さ
せ
全
国
に
発
信
し
て
ほ
し
い
。

答　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
攻
碑
に
関
す
る

部
分
は
、
近
日
中
に
内
容
を
少
し
充
実
さ

せ
た
い
。
整
備
を
含
め
た
特
攻
碑
公
園
の

観
光
へ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

教　
　

育

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

問　

小
規
模
な
学
校
は
統
廃
合
す
れ
ば
活
性

化
や
経
費
節
減
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

統
廃
合
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答　

児
童
生
徒
数
の
推
移
を
見
て
、
学
校
の

適
正
規
模
、
通
学
路
等
を
検
討
す
る
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
地
域
や

保
護
者
の
理
解
が
必
要
な
問
題
で
も
あ
る

の
で
、
十
分
意
見
等
を
聴
き
な
が
ら
研
究

し
て
い
き
た
い
。

学
校
の
耐
震
・
不
審
者
対
策
に
つ
い
て

問　

学
校
の
耐
震
補
強
あ
る
い
は
新
築
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
学
校

に
不
審
者
が
侵
入
し
な
い
よ
う
対
処
し
て

ほ
し
い
が
。

答　

市
内
に
は
耐
震
診
断
す
べ
き
校
舎
が　
４５

棟
あ
り
、
年
次
的
に
診
断
を
行
っ
て
い
く
。

結
果
次
第
で
補
強
工
事
ま
た
は
建
て
替
え

が
必
要
と
な
る
。
不
審
者
対
策
は
、
と
に

か
く
学
校
内
の
見
回
り
を
行
う
ほ
か
、
不

審
者
情
報
メ
ー
ル
の
配
信
、
子
供
た
ち
の

防
犯
ベ
ル
所
持
な
ど
実
施
し
て
い
る
。
各

学
校
で
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
も
実
施
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

読
書
活
動
日
本
一
運
動
と
は

問　

市
が
読
書
活
動
日
本
一
運
動
を
し
て
い

る
が
、
何
が
日
本
一
な
の
か
よ
く
わ
か
ら

な
い
の
で
、
教
え
て
ほ
し
い
。

答　

や
る
な
ら
日
本
一
を
目
指
そ
う
と
い
う

運
動
の
一
つ
の
旗
で
あ
る
。
１
人
当
た
り

の
貸
出
冊
数
や
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
会

の
数
な
ど
読
書
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で

も
い
い
。

病　
　

院

病
院
の
経
営
に
つ
い
て

問　

広
報
紙
に
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
累
積

赤
字
の
こ
と
が
載
っ
て
い
た
が
、
市
民
の

増
税
に
は
つ
な
が
ら
な
い
か
。

答　

こ
こ
数
年
の
収
支
悪
化
の
原
因
は
、
診

療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
医
師
数
の
減

少
で
あ
る
。
病
院
事
業
は
事
業
会
計
と
し

て
独
立
し
て
お
り
、
病
院
が
あ
る
こ
と
で

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
あ
る
。
運
営
資

金
も
あ
る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
一
般
会
計

か
ら
の
赤
字
補
て
ん
は
な
い
と
考
え
る
。

病
院
の
医
師
不
足
に
つ
い
て

問　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
師
不
足
は
、

医
師
の
給
与
が
少
な
い
か
ら
で
は
な
い
の

か
。
給
与
を
上
げ
れ
ば
腕
利
き
の
医
師
に

来
て
も
ら
え
る
の
で
は
。

答　

公
立
病
院
の
中
で
は
平
均
的
な
給
与
で

あ
る
。
医
師
不
足
は
医
師
臨
床
研
修
医
制

度
に
よ
る
全
国
的
な
も
の
で
あ
る
の
で
、

当
医
療
セ
ン
タ
ー
が
魅
力
あ
る
研
修
先
と

な
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
も
検

討
し
て
い
る
。

市
政
一
般

集
合
収
納
の
廃
止
を

問　

自
治
会
長
に
よ
る
市
税
の
集
金
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
面
で
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

答　

自
治
会
長
に
は
行
政
事
務
連
絡
員
を
委

嘱
し
て
お
り
、
守
秘
義
務
が
あ
る
。
口
座

振
替
の
推
進
に
よ
り
、
現
在　

�
の
振
替

６７

率
を
目
標
値　

�
に
で
き
れ
ば
個
別
収
納

８０

に
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

管
理
型
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
誘
致
を

問　

県
が
県
内
の
ど
こ
か
に
建
設
し
よ
う
と

し
て
い
る
管
理
型
産
業
廃
棄
物
処
分
場
。

お
金
も
入
っ
て
く
る
の
で
出
水
に
誘
致
し

て
は
ど
う
か
。
山
の
中
で
は
な
く
、
み
ん

な
の
目
の
届
く
場
所
に
世
界
最
高
水
準
の

も
の
を
造
る
と
い
う
の
は
ど
う
か
。

答　

せ
っ
か
く
の
提
案
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

ち
ょ
っ
と
難
し
い
。

市
庁
舎
の
建
設
計
画
は

問　

新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
市
庁
舎
の
建
設
を

し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

合
併
特
例
債
を
活
用
で
き
る　

年
内
を

１０

め
ど
に
建
設
す
る
と
い
う
大
ま
か
な
取
り

決
め
が
あ
る
の
で
、
二
、
三
年
内
に
検
討

委
員
会
を
作
り
、
場
所
、
規
模
、
内
容
等

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

座
談
会
の
経
費
は

問　

こ
の
市
政
座
談
会
に
、
市
長
は
じ
め
部

課
長
等
の
市
職
員
が
数
多
く
出
席
し
て
い

る
。
実
施
回
数
も
多
い
の
で
手
当
が
ば
か

に
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

答　

特
別
職
も
部
課
長
も
時
間
外
手
当
な
ど

は
一
切
な
い
。

自
治
会
未
加
入
者
に
つ
い
て

問　

自
治
会
未
加
入
者
を
増
や
さ
な
い
対
策

を
お
願
い
し
た
い
。
多
く
の
青
年
団
、
婦

人
会
等
が
崩
壊
し
た
よ
う
に
、
自
治
会
が

崩
壊
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

強
制
的
な
手
段
が
と
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

い
つ
も
頭
の
痛
い
問
題
で
あ
る
。
自
治
会

と
連
携
し
て
地
道
に
進
め
て
い
き
た
い
。

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■「
市
長
へ
の
手
紙
」

用
紙
・
封
筒
は
、
市
役
所
、
高
尾
野
・
野
田

支
所
、
図
書
館
、
郵
便
局
等
市
内　

カ
所
に

２１

置
い
て
あ
り
ま
す
。
送
料
無
料
で
す
。

■「
ご
意
見
箱
」

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
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記　　　録順　　　位１４１３１２１１１０９８７６５４３２１地区　　　区間
１時間２４分５８秒出 水１��������������西 出 水
１時間２６分０１秒西 出 水２��������������東 出 水
１時間２７分４２秒高 尾 野３��������������出 水
１時間２８分００秒東 出 水４��������������米 ノ 津
１時間２８分２６秒米 ノ 津 東５��������������下 水 流
１時間３３分３１秒野 田６��������������高 尾 野
１時間３３分５６秒米 ノ 津７��������������米 ノ 津 東
１時間３７分５３秒江 内８��������������江 内
１時間４０分０２秒下 水 流９��������������荘
１時間４６分２５秒荘１０��������������野 田

　

第
２
回「
市
内
地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」が
、　

月　

日
に
市
陸
上

１２

１６

競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
市
内
一
円　

区
間　

・　

�
の

１４

２５

５９

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
地
区
体
育
協
会
代
表
そ
れ
ぞ
れ
１
チ
ー
ム
ず
つ
の
計　

チ
ー
ム

１０

が
出
場
し
、
男
女　

人
の
選
手
が
出
走
し
ま
し
た
。

１４０

　

午
前
９
時　

分
、
渋
谷
市
長
の
号
砲
を
合
図
に
選
手
た
ち
が
一
斉
に

５０

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
大
勢
の
市
民
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
各
区

間
で
次
々
に
た
す
き
を
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
、
終
盤
、
そ
れ
ま
で
ト
ッ
プ
の
西
出
水
地
区
を
出
水
地
区

が
と
ら
え
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
し
、
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
２
位
に
は
西
出
水
地
区
、
３
位
に
は
高
尾
野
地
区
が
入
り
ま

し
た
。

区　

間　

順　

位

（
各
区
間
３
位
ま
で
掲
載
、
敬
称

略
）

１
区（　

歳
代　

２
・　

㌔
）

１０

４８

　

①
松
原　

康
浩（
西
出
水
）

　

②
松
元　

僚（
東
出
水
）

　

③
平
郡　

達
也（
出
水
）

２
区
（
中
学
・
高
校
生
女
子

　

１
・　

㌔
）

６４

　

①
吉
田　

洋
子（
西
出
水
）

　

②
田
山　

絵
理（
出
水
）

　

③
松
下　

亜
美（
下
水
流
）

３
区（
一
般
女
子　

１
・　

㌔
）

１０

　

①
下
屋
敷　

望（
西
出
水
）

　

②
小
畑　

徳
香（
野
田
）

　

③
弓
削　

真
美（
東
出
水
）

４
区（
一
般
男
子　

２
・　

㌔
）

４８

　

①
松
元　

祐
樹（
出
水
）

　

②
野
端　

茂
雄（
米
ノ
津
東
）

　

③
黒
石　

純
一（
高
尾
野
）

５
区（
小
学
生
女
子　

０
・　

㌔
）

９４

　

①
野
添　

佑
莉（
出
水
）

　

②
元
浦　

蓮（
米
ノ
津
東
）

　

③
橋
上　

佳
奈（
野
田
）

６
区（　

歳
代　

２
・　

㌔
）

１０

１８

　

①
池
上　

佑
市（
東
出
水
）

　

②
原
田　

順
庸（
高
尾
野
）

　

③
田
上　

裕
汰（
西
出
水
）

７
区（
中
学
生
男
子　

２
・　

㌔
）

２０

　

①
福
本　

恭
久（
出
水
）

　

②
小
田　

俊
也（
高
尾
野
）

　

③
大
江　

脩
平（
東
出
水
）

第
２
回　

市
内
地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

出
水
地
区
が
初
優
勝
！

８
区（
一
般
男
子　

２
・　

㌔
）

４９

　

①
脇　

仁
志（
米
ノ
津
東
）

　

②
吉
留　

達
郎（
高
尾
野
）

　

③
大
迫　

俊
也（
江
内
）

９
区（
小
学
生
男
子　

１
・　

㌔
）

１５

　

①
中
村　

貴
大（
高
尾
野
）

　

②
中
塩　

将
太（
米
ノ
津
東
）

　

③
花
田　

將
平（
出
水
）

　

区（　

歳
代　

１
・　

㌔
）

１０

２０

９３

　

①
杉
元　

博
幸（
東
出
水
）

　

②
本
田　

寿
雄（
出
水
）

　

③
相
川　

智
哉（
西
出
水
）

　

区（　

歳
代　

２
・　

㌔
）

１１

３０

１３

　

①
神
之
田　

武
文（
西
出
水
）

　

②
松
田　

文
仁（
米
ノ
津
東
）

　

③
岩
下　

英
太
郎（
東
出
水
）

　

区（
中
学
生
男
子　

１
・　

㌔
）

１２

７７

　

①
宮
下　

光
一（
出
水
）

　

②
中
村　

俊
史（
高
尾
野
）

　

③
真
鍋　

航
之
介（
米
ノ
津
東
）

　

区（　

歳
代　

２
・　

㌔
）

１３

４０

１８

　

①
銅
口　

実（
出
水
）

　

②
田
中　

孝
文（
高
尾
野
）

　

③
小
村　

護（
米
ノ
津
）

　

区（　

歳
以
上　

０
・　

㌔
）

１４

５０

９２

　

①
田
中　

義
孝（
出
水
）

　

②
脇　

武
志（
米
ノ
津
東
）

　

③
松
元　

栄
洋（
西
出
水
）

※
区
間
賞
数

　

出
水
６
、
西
出
水
４

　

東
出
水
２
、
高
尾
野
１

　

米
ノ
津
東
１
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おお らら せせ知知

　

本
市
で
は
、
鹿
児
島
県
か
ら
の

権
限
移
譲
に
よ
り
、
平
成　

年
４

２０

月
１
日
か
ら
旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

の
申
請
・
交
付
業
務
を
開
始
し
ま

す
。

申
請
・
交
付
場
所

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

（
本
庁
の
み
の
受
付
と
な
り
ま

す
。）

取
扱
時
間

月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時　

分
３０

か
ら
午
後
５
時　

分
ま
で

１５

（
祝
日
、
振
替
休
日
お
よ
び
年

末
年
始
休
暇
を
除
く
。）

対
象
者

出
水
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
方

申
請
か
ら
交
付
ま
で
の
所
要
日
数

　

日
間（
土
・
日
・
祝
日
、
振

１０替
休
日
お
よ
び
年
末
・
年
始
休

暇
中
の
期
間
を
除
く
。）

注
意
事
項

①
出
水
市
民
の
方
は
、
か
ご
し
ま

県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
パ
ス
ポ
ー

ト
窓
口
を
は
じ
め
と
す
る
県
の

旅
券
窓
口
は
利
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

②
午
後
４
時
ま
で
に
受
け
付
け
た

申
請
書
は
、
当
日
夕
方
に
鹿
児

島
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
郵
送

し
ま
す
が
、
午
後
４
時
以
降
の

受
付
分
は
翌
日
郵
送
と
な
り
ま

す
。

申
請
に
必
要
な
書
類

①
一
般
旅
券
発
給
申
請
書　

１
通

　
（
本
庁
市
民
生
活
課
、
各
支
所

市
民
福
祉
課
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。）

②
戸
籍
謄（
抄
）本　

１
通

　
（
発
行
日
か
ら
６
カ
月
以
内
の

も
の
）

③
郵
便
は
が
き　

１
枚

　
（
未
使
用
の
も
の
）

④
写
真（
縦
４ 

５
�
×
横
３ 

５
�
）１
枚

　
（
で
き
る
だ
け
写
真
店
で
パ
ス

ポ
ー
ト
用
と
し
て
撮
影
し
て
く

だ
さ
い
。）

・

・

⑤
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類

　
（
運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
等
）

⑥
前
回
取
得
し
た
旅
券

　
（
旅
券
の
更
新
の
場
合
）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　
（
�
�
４
０
３
８
）

　

市
税
の
滞
納
者
に
対
し
、
こ
れ

ま
で
も
不
動
産
等
の
差
押
え
や
公

売
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

新
た
に
タ
イ
ヤ
の
固
定
装
置
を
購

入
し
、
強
力
に
納
税
交
渉
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
督
促
を
し
て
も
納
付

の
な
か
っ
た
滞
納
者
が
対
象
で
あ

り
、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
装
着
し
て
、

納
税
を
促
す
も
の
で
す
。

　

そ
の
ま
ま
納
税
が
な
け
れ
ば
、

公
売
で
売
却
し
、
滞
納
税
に
充
て

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
、

き
ち
ん
と
納
税
し
た
方
と
の
不
公

平
を
解
消
す
る
た
め
に
今
後
と
も
、

こ
の
よ
う
な
滞
納
整
理
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
収
納
係

　
　
（
�
�
４
０
２
８
）

旅券窓口の場所理　　由

鹿児島県民交流センター

海外で親族等が病気、事故等に
よる死亡等により緊急に渡航す
る必要がある場合
外国での業務等により早期に渡
航する必要がある場合

通学・通勤先の最寄りの
県の旅券窓口

通学・通勤等で出水市外に通学・
通勤している場合

合　計
鹿児島県
収入証紙

収入印紙申請時の年齢有効期間

一般旅券
手数料　

１６，０００円２，０００円分１４，０００円２０歳以上１０年

１１，０００円２，０００円分９，０００円１２歳以上
５年

６，０００円２，０００円分４，０００円１２歳未満

４月１日から旅券（パスポート）の
　　　申請・受領の窓口は市役所になります

※ただし、次の場合は、県の窓口を利用できます。

手数料

滞
納
者
対
策

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
装
置
を
導
入

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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�� ��
����

　

市
で
は
、
本
庁
舎
の
警
備
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

�
�
�
�　

１
人

�
�
�
�　

出
水
市
役
所
本
庁
舎

�
�
�
�
�
�
�
�

（
１
）平
日
の
午
後
５
時　

分
か
ら

１５

　
　

翌
日
の
午
前
８
時　

分
ま
で

３０

（
２
）土
曜
、
日
曜
日
、
祝
日
お
よ

　
　

び
年
末
年
始（　

月　

日
か

１２

２９

　
　

ら
１
月
３
日
ま
で
）の
午
前

　
　

８
時　

分
か
ら
翌
日
の
午
前

３０

　
　

８
時　

分
ま
で

３０

※（
１
）、（
２
）を
３
人
の
警
備
員

　

に
よ
り
１
日
交
代
で
勤
務
す
る
。

�
�
�
�

市
内
に
居
住
し
、
誠
実
で
心
身

と
も
に
健
康
な　

歳
以
上　

歳

５０

６５

以
下
の
方（
平
成　

年
４
月
１

２０

日
現
在
）　

�
�
�
�　

２
月　

日（
金
）

１５

�
�
�
�　

本
庁
総
務
課
に
履
歴

　

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�

　

本
庁
総
務
課
行
政
係

　
（
�
�
４
０
２
２
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
学
習

課
の
社
会
教
育
指
導
員
を
募
集
し

ま
す
。

�
�
�
�　

１
人

�
�
�
�

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
者

◎
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
。
ま

た
は
、
平
成　

年
４
月
１
日
現

２０

在
で
本
市
に
居
住
す
る
予
定
の

者
◎
平
成　

年
３
月　

日
現
在
で　

２０

３１

６３

歳
以
下
の
者

◎
誠
実
で
心
身
と
も
に
健
康
な
者

◎
社
会
教
育
に
関
す
る
豊
か
な
経

験
を
有
し
て
い
る
者

◎
教
育
職
員
免
許
資
格
を
有
す
る

者
�
�
�
�　

４
月
１
日
か
ら
平
成

　
　

年
３
月　

日
ま
で

２１

３１

�
�
�
�　

２
月　

日（
金
）ま
で

１５

　

に
、
中
央
公
民
館
内
生
涯
学
習

　

課
ま
た
は
教
育
委
員
会
教
育
総

　

務
課
へ
履
歴
書（
写
真
貼
付
）を

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�

　

市
中
央
公
民
館
内
生
涯
学
習
課

　
（
�
�
２
１
０
６
）

　市内の小学４年生から中学３年生までの団
員が、日ごろの練習の成果を披露します。
　多数ご来場ください。

���������	


������������������������������������������������������������������� ���������������� ���������������� �����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
（
地
域

別
最
低
賃
金
）
が
、
改
正
さ
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
金

額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

★
鹿
児
島
県
最
低
賃
金

　
　
　
　
　
　
　

…
時
間
額　

円
６１９

�
�
�
�
�
�
�

◆
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

　

械
器
具
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

　

ス
製
造
業　
　

…
時
間
額　

円
６７７

◆
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　
　
　
　
　
　
　

…
時
間
額　

円
６５９

◆
自
動
車（
新
車
）小
売
業

　
　
　
　
　
　
　

…
時
間
額　

円
６８１

●
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
、
県
下

の
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
別
に
定
め

る
産
業
別
最
低
賃
金
の
産
業
に

該
当
す
る
場
合
は
、
産
業
別
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
産
業
別
最
低
賃
金
の
産
業
に
該

当
す
る
場
合
で
も
、「　

歳
未

１８

満　

歳
の
方
」、「
雇
入
れ
後
６

６５
月
未
満
で
技
能
習
得
中
の
方
」、

「
清
掃
又
は
片
付
け
の
業
務
に

主
と
し
て
従
事
す
る
方
」な
ど

一
定
の
場
合
は
産
業
別
最
低
賃

金
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
地
域
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ

れ
ま
す
。）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�

●
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、
使
用

者
は
労
働
者
に
対
し
、
最
低
賃

金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
最
低
賃
金
に
は
、
次
の
賃
金
は

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

�
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

　

�
１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と

に
支
払
わ
れ
る
賃
金

　

�
時
間
外
･
深
夜
･
休
日
労
働

の
割
増
賃
金

　

�
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、

家
族
手
当

�
�
�
�
�
�

▽
鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

（
�
０
９
９
―
２
２
３
―
８
２

７
８
）

▽
川
内
労
働
基
準
監
督
署

（
�
０
９
９
６
―
２
２
―
３
２

２
５
）剣道交流大会・俳句交流大会 

10月26日～27日 
出水市開催 

大会をみんなで 
盛り上げよう！ 

����　３月２日（日）
　　　　　午後１時３０分開演（午後１時開場）
����　市音楽ホール
����　｢千の風になって｣、｢新・八木節メド
　　　　　レー ｣、｢童謡メドレー ｣ほか多数
����　無　料
※今回は、ゲスト出演として東出水小学校
の上�原梨恵教諭によるサックス演奏も
あります。

�������
　　市中央公民館生涯学習課（��２１０６）
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おお らら せせ知知
　

税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
が
減

税
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
平
成　

年
か
ら
平
成　

１１

１８

年
末
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る

方
で
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
翌
年

度
の
住
民
税（
所
得
割
）か
ら
控
除

で
き
ま
す
。

　

こ
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
お
住
ま

２０

い
の
市
町
村
へ
、
平
成　

年
３
月

２０

　

日（
月
）ま
で
に
住
宅
借
入
金
等

１７特
別
税
額
控
除
申
告
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
書
は
出
水
市
役
所

税
務
課
・
各
支
所
税
務
窓
口
・
出

水
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

※
平
成　

年
以
降
に
入
居
し
た
場

１９

合
は
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

別
途
所
得
税
に
お
い
て「
従
来

の
方
式
」（　

年
）と「
控
除
率
を

１０

引
き
下
げ
て
控
除
期
間
を
延
長

す
る
方
式
」（　

年
）が
設
け
ら

１５

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
出
水

税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）が
改
正

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

所得税額 所得税額 
住宅ローン 
控除可能額 
住宅ローン 
控除可能額 

納付すべき 
所得税額 
納付すべき 
所得税額 

住宅ローン 
控除額 
住宅ローン 
控除額 

所得税額 
が減少 
所得税額 
が減少 

所得税額 所得税額 

住宅ローン 
控除可能額 
住宅ローン 
控除可能額 

減少 減少 控除しきれ 
なかった額 
控除しきれ 
なかった額 

所得税 
住宅ローン 
控除額 

所得税 
住宅ローン 
控除額 

住民税住宅 
ローン控除額 
住民税住宅 
ローン控除額 

納付すべき 
住民税額 
納付すべき 
住民税額 

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額 

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額 

措
置 

税源移譲前 税源移譲後 

所得税から控除しきれなかった住宅ローン 
控除額を翌年度の住民税(所得割)から控除 

これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少 

提出方法

源泉徴収票を添付し
て、市税務課へ提出

年末調整で住宅ロー
ン控除の適用を受け
ている方

所得税の確定申告書
とともに出水税務署
へ提出

確定申告を行う必要
のあるサラリーマン
や自営業者の方等

住宅ローン控除額の計算式
（住宅ローン控除額）＝Ａ－Ｂ

Ｂ

－

Ａ

＝住宅ローン
控除額

税源移譲後の
税率で算出し
た前年分の所
得税額

次の①または②のいずれか少ない金額
①所得税の住宅ローン控除可能額
②税源移譲前の税率で計算した所得
税額

負担額住宅ローン
控除額税　額税源移譲後

→

負担額住宅ローン
控除額税　額税源移譲前

０５９，５００５９，５００所　得　税０１１９，０００１１９，０００所　得　税
８０，５００５９，５００１４０，０００住　民　税８０，５０００８０，５００住　民　税
８０，５００１１９，０００１９９，５００合　　　計８０，５００１１９，０００１９９，５００合　　　計

モデルケース
夫婦＋子供２人　給与収入５００万円（住宅ローン残高１，５００万円・住宅ローン控除可能額１５万円）の場合

住宅ローン控除の
対象となる方

年末調整された平成１９年分の源泉徴
収票が下の例を示すように記載され
た方

・源泉徴収税類の欄が０円
・住宅借入金等特別控除額の欄に金
額の表示があり
・住宅借入金等特別控除可能額の欄
に金額の表示があり
・概要欄に住宅の入居日が平成１１年
から平成１８年の間

　※一定の条件で試算した例です。問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
税
・・・
本
庁
税
務
課
課
税
係（
�
�
４
０
３
１
）

　

所
得
税
・・・
出
水
税
務
署
個
人
課
税
部
門（
�
�
０
９
０
２
）

（ア）

（イ）

（ウ）

（エ）
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全
国
に
設
置
さ
れ
て
い
る
簡
易
裁
判
所

の
数
は　

に
の
ぼ
り
、
一
般
市
民
の
方
々

４３８

に
と
っ
て
身
近
な
裁
判
所
と
言
え
ま
す
。

　

簡
易
裁
判
所
で
は
い
く
つ
か
の
紛
争
解

決
手
続
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
身
近

な
民
事
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
す
る
手
続
と
し

て
主
に
利
用
さ
れ
て

い
る
訴
訟
手
続
と
調

停
手
続
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

訴
訟
手
続
…
判
決
に
よ
っ
て
解
決
を
図

る
手
続
で
す
。

　

民
事
ト
ラ
ブ
ル
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
金
額
が　

万
円
以
下
の
場
合
に
利
用

１４０

で
き
ま
す（
こ
れ
を
超
え
る
場
合
は
地

方
裁
判
所
で
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
）。

　

裁
判
官
が
、
法
廷
で
当
事
者
の
言
い

分
を
聞
い
た
り
、
証
拠
を
調
べ
た
り
し

て
、
最
終
的
に
は
判
決
が
言
い
渡
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、

当
事
者
双
方
が
合

意
す
る
場
合
に
は

話
し
合
い（
和
解
）

で
解
決
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

小
額
訴
訟
…

　
　

万
円
以
下
の
金
銭
の
支
払
を
求
め

６０
る
場
合
に
は
、
原
則
１
回
の
審
理
で
判

決
が
言
い
渡
さ
れ
る
少
額
訴
訟
と
い
う

手
続
も
利
用
で
き
ま
す
。

調
停
手
続
…
話
し
合
い
に
よ
っ
て
円
満

な
解
決
を
図
る
手
続
で
す
。

　

裁
判
官
と
民
間
か
ら
選
ば
れ
た
２
人

以
上
の
調
停
委
員
か
ら
な
る
調
停
委
員

会
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
、
民
事
ト
ラ
ブ

ル
を
話
し
合
い
で
適
切

に
解
決
し
よ
う
と
い
う

手
続
で
す
。
調
停
で
ま

と
ま
っ
た
内
容
に
は
、

判
決
と
同
様
の
効
力
が

あ
り
ま
す
。

も
っ
と
知
り
た
い
！

○
訴
訟
や
調
停
は
、
ど
こ
の
簡
易
裁
判
所
で
や
る
の
？

○
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
の
？

○
手
続
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
進
む
の
？

　

最
寄
り
の
簡
易
裁
判
所
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。
手
続
の
概
要

や
申
立
の
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
受
付
相
談
は
す
べ
て
の
簡
易
裁

判
所
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に

受
付
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い

る
簡
易
裁
判
所
も
あ
り
ま
す
）。

自
分
で
も
で
き
る
！

　

訴
訟
で
は「
訴
状
」、
調
停
で
は

「
申
立
書
」を
作
成
し
て
提
出
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
簡
易
裁
判

所
で
は
主
な
民
事
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
定
型
用
紙
を
備
え
つ
け
て
い

ま
す
。
定
型
用
紙
は
、
記
載
例
を

見
な
が
ら
、
印
刷
部
分
の
空
欄
に

書
き
込
む
方
法
で
、
自
分
で
簡
単

に
完
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

訴
訟
…
貸
金
請
求
、
売
買
代
金
請

求
、
損
害
賠
償（
交
通
事

故
に
よ
る
物
損
）請
求
、

給
料
支
払
請
求
、
敷
金
返

還
請
求
、
建
物
明
渡
請
求

調
停
…
貸
金
調
停
、
売
買
代
金
調

停
、
交
通
調
停
、
給
料
支

払
調
停
、
建
物
明
渡
調
停

※
そ
の
ほ
か
必
要
な
書
類
に
つ
い

て
は
、
提
出
先
の
簡
易
裁
判
所

に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

身近な民事トラブル解決は簡易裁判所で 身近な民事トラブル解決は簡易裁判所で 

　

簡
易
裁
判
所
に
は
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
が
備
え
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
、

民
事
手
続
の
内
容
に
つ
い
て
イ

ラ
ス
ト
を
用
い
て
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
ま
す
、
ぜ
ひ
ご

一
読
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
簡
易
裁
判
所
の
民
事

手
続
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
知

り
た
い
場
合
に
は
、
裁
判
所

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
利
用
で
き
ま

す
。

http://w
w
w
.courts.go.jp/

に
ア
ク
セ
ス
し
、「
裁
判
手
続

の
案
内
」を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
い
。「
裁
判
手
続
の
案
内
」

の「
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」で
は

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
に
な
る

こ
と
が
で
き
、「
申
立
等
で
使

う
書
式
」で
は
定
型
用
紙
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課

（
�
０
９
９
―
２
２
２
―
７

１
２
１
、
内
線
４
６
６
２
）
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こんにちは保健師です・図書館だより

〜
体
を
衰
え
さ
せ
な
い
た
め
に
〜

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
外
に

出
る
の
が
お
っ
く
う
で
、
家
の
中

で
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

体
を
動
か
さ
な
い
で
い
る
と
、
使

わ
な
い
筋
肉
は
、
ど
ん
ど
ん
衰
え

て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
筋
力

の
衰
え
や
体
力
の
低
下
か
ら
、
体

を
動
か
す
こ
と
へ
の
不
安
が
高
ま

り
、
自
信
が
な
く
な
る
と
、
さ
ら

に
運
動
量
が
減
少
し
、
悪
循
環
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
閉
じ
こ
も
り
」と
は
、
外
出
す

る
頻
度
が
１
週
間
に
１
回
以
下
と

さ
れ
て
お
り
、
外
出
を
し
な
い
理

由
と
し
て
は
、
体
力
が
な
い
、
お

っ
く
う
で
あ
る
、
外
出
の
必
要
が

な
い
等
が
あ
り
ま
す
。
理
想
は
毎

日
外
出
で
き
る
と
良
い
の
で
す
が
、

週
３
回
以
上
の
外
出
で
閉
じ
こ
も

り
に
よ
る
心
身
の
衰
え
を
予
防
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

運
動
の
習
慣
が
な
く
、
体
を
動

か
す
こ
と
に
自
信
の
な
い
方
は
、

朝
一
番
の「
寝
起
き
の
体
操
」か
ら

始
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

手
足
の
関
節
を
曲
げ
た
り
伸
ば
し

た
り
、
背
伸
び
を
し
た
り
す
る
こ

と
に
よ
り
、
凝
り
固
ま
っ
た
筋
肉

や
関
節
が
柔
軟
に
な
り
、
一
日
、

安
全
で
元
気
に
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
さ
れ

て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
、
外
出
前
に
は
、
全
身

の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
十
分
に
行
い
、

防
寒
の
た
め
の
手
袋
や
帽
子
を
着

用
し
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

　

国
内
外
に
お
け
る
多
く
の
研
究

で
は
、　

歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ

８５

っ
て
も
運
動
に
よ
る
効
果
を
期
待

で
き
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
日
常
生
活
の
中
で
し
て
い

る
身
の
回
り
の
こ
と
や
楽
し
み
な

ど
の
生
き
が
い
を
こ
れ
か
ら
も
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
自

分
に
あ
っ
た
無
理
の
な
い
運
動
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

寒
い
時
期
に
も
無
理
な
く
運
動
を

保健師です 保健師です 保健師です 
22

新
し
い
本
の
紹
介
（
予
定
）

《
幼
児
・
小
学
生
》

◎
き
み
が
う
ち
に
く
る
ま
え
・
・

・（
マ
リ
ベ
ス
・
ボ
ル
ツ
）◎
白
い

キ
リ
ン
を
追
っ
て（
ロ
ー
レ
ン
・

セ
ン
ト
ジ
ョ
ン
）◎
と
き
そ
ば（
川

端
誠
）◎
ひ
と
り
ざ
む
ら
い
と
こ

う
ち
ょ
う
せ
ん
せ
い（
斉
藤
洋
）◎

そ
の
ま
た
ま
え
に
は（
ア
ラ
ン
・

ア
ル
バ
ー
グ
）◎
ス
ト
ー
ブ
の
ふ

ゆ
や
す
み（
村
上
し
い
こ
）◎
み
ー

ん
な　

い
す
の　

す
き
ま
か
ら

（
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
マ
ー
ヒ
ー
）・

・
・
等

《
小
学
生
・
中
学
生
》

◎
う
ち　

知
っ
て
ん
ね
ん（
小
池

昌
代
）◎
風
の
館
の
物
語
２（
あ
さ

の
あ
つ
こ
）・
・
・
等

《
高
校
生
・
一
般
》

◎
は
じ
ま
ら
な
い
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

（
原
田
ひ
香
）◎
パ
ワ
ー
系　
（
墨
１８１

谷
渉
）◎
桃
山
ビ
ー
ト
・
ト
ラ
イ

ブ（
天
野
純
希
）◎
街
の
ア
ラ
ベ
ス

ク（
阿
刀
田
高
）◎
あ
た
り　

魚
信

（
山
本
甲
士
）◎
紅
雲
町
の
お
草

（
吉
永
南
央
）◎
魔
女
の
盟
約（
大

沢
在
昌
）◎
メ
フ
ェ
ナ
ー
ボ
ウ
ン

（
仮
面
）の
つ
ど
う
道（
古
処
誠
二
）

◎
わ
が
孫
育
て（
佐
藤
愛
子
）◎
キ

ュ
ア（
ｃ
ｕ
ｒ
ｅ
）（
田
口
ラ
ン
デ

ィ
）◎
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｅ　

特
殊
遊

撃
捜
査
隊（
今
野
敏
）◎
い
の
ち
の

パ
レ
ー
ド（
恩
田
陸
）◎
純
愛
の
証

明（
森
村
誠
一
）◎
吹
雪
の
山
荘

（
笠
井
潔
）◎
先
生
と
僕（
坂
木
司
）

◎
い
の
ち
の
王
国（
乃
南
ア
サ
）

◎
ジ
ー
ヴ
ス
と
恋
の
季
節（
Ｐ
・

Ｇ
・
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
）◎
新
バ
イ

ブ
ル
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ（
ロ
ジ

ャ
ー
・
パ
ル
バ
ー
ス
）◎
土
曜
日

（
イ
ア
ン
・
マ
キ
ュ
ー
ア
ン
）◎
ド

リ
ー
ム
ガ
ー
ル（
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ

・
パ
ー
カ
ー
）・
・
・
等

【
読
み
聞
か
せ
】

　

中
央
図
書
館

　
　

毎
週
水
曜
日　

午
後
４
時

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

毎
週
月
曜
日　

午
後
４
時

　
　
（
２
月
は
第
２
週
は
休
み
）

　

野
田
図
書
館

　
　

毎
週
木
曜
日　

午
後
４
時

　
　
（
２
月
は
第
３
週
は
休
み
）

【
親
子
読
書
教
室
・
す
く
す
く
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
２
・
第
４
火
曜
日

　
　

午
前　

時　

分

１０

３０

【
成
人
読
書
会
・
い
も
つ
る
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
４
月
曜
日　

午
前　

時
１０

２月の休館日開 館 時 間

４日、１１日、１８日、
２５日

平日　午前９時～午後８時
土曜・日曜日
　　　午前９時～午後６時

中央図書館 
(��2105)

５日～８日、１４日、
２１日、２８日

　　　午前９時～午後６時高尾野図書館
(��5452）

１日、８日、１１日、
１５日、１９日～２２日、
２９日

　　　午前９時～午後６時野田図書館    
 (��3100)

図
書
館
だ
よ
り

雑誌リサイクルデーを開催

　中央図書館では、２月１７日
（日）午前９時から、保存期間
が経過した雑誌を希望者に無
料でお譲りする「雑誌リサイ
クルデー」を開催します。
　お目当ての雑誌がある方は、
ぜひ、お越しください。

臨時休館のお知らせ

高尾野図書館は、２月
５日（火）から同８日
（金）までの間、野田図
書館は、２月１９日（火）
から同２２日（金）まで
の間、蔵書整理・点検
のため休館します。
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定
額
の
保
険
料
に
月
額　

円
の

４００

付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
め

る
と
、
将
来
の
年
金
額
に
付
加
年

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た
い

方
に
お
勧
め
し
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
受
給
額
は
、
付
加

保
険
料
納
付
月
数
掛
け
る　

円
で

２００

す
。

　

か
り
に
、　

年
間
付
加
保
険
料

４０

を
納
め
た
方
に
は
、
毎
年
、
老
齢

基
礎
年
金
に
９
万
６
千
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

　

加
入
申
し
込
み
は
、
本
庁
・
各

支
所
の
年
金
担
当
窓
口
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」に
つ
い
て

は
広
報
い
ず
み
平
成　

年　

月　

１９

１２

１５

日
号
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
社
会

保
険
庁
か
ら
改
め
て
協
力
要
請
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年　

月
か
ら
今
年
３
月
ま
で

１２

に
、
ご
本
人
の
基
礎
年
金
番
号
に

記
録
が
結
び
付
く
と
思
わ
れ
る
方

に
お
送
り
し
、
そ
の
後
今
年
４
月

か
ら　

月
ま
で
に
、
そ
の
他
の
す

１０

べ
て
の
方
々
に
お
送
り
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

▽
本
庁

　
　

市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課　

　

（
�
�
２
１
１
１
）

　

技
術
の
進
歩
と
と
も
に
新
し
い

製
品
が
次
々
に
誕
生
し
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
は
ど
ん
ど
ん
便
利
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

に
伴
っ
て
、
製
品
に
か
か
わ
る
事

故
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

製
品
事
故
は
大
き
く
分
け
る
と
、

製
品
に
起
因
す
る
事
故（
製
造
の

不
良
な
ど
、
製
品
自
体
が
原
因
で

発
生
す
る
事
故
）と
、
製
品
に
起

因
し
な
い
事
故（
誤
っ
た
使
い
方

や
不
注
意
に
よ
っ
て
起
こ
る
事

故
）と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
製
品
事
故
の
原
因
の
約
半
数

以
上
は
製
品
に
起
因
し
な
い
事
故

で
す
。

　

製
品
に
起
因
し
な
い
事
故
の
背

景
に
は
、
製
品
の
安
全
性
に
対
す

る
過
信
や
危
険
性
の
意
識
の
低
さ

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
は
さ
み

や
包
丁
は
正
し
く
使
え
ば
便
利
な

道
具
で
す
が
、
使
い
方
を
誤
れ
ば

一
変
し
て
危
険
な
道
具
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

例
え
ば
冬
の
時
期
に
起
こ
り
や

す
い
事
故
に
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の

事
故
が
あ
り
ま
す
。「
ス
ト
ー
ブ

の
消
火
を
せ
ず
に
給
油
し
た
と
こ

ろ
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
ふ

た
が
よ
く
閉
ま
っ
て
お
ら
ず
、
漏

れ
た
灯
油
に
引
火
し
て
火
災
を
起

こ
し
た
」、「
間
違
え
て
ガ
ソ
リ
ン

を
給
油
し
火
災
に
な
っ
た
」な
ど

で
す
が
、
い
ず
れ
も
説
明
書
を
読

む
と
注
意
書
き
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
製
品
事
故
防
止
の
心
得
】

○
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
使
用
す

る
。

○
長
年
使
用
し
て
い
る
製
品
は
、

点
検
や
修
理
を
受
け
る（
製
品

の
老
朽
化
に
よ
り
事
故
に
至
る

場
合
も
あ
る
）。

○
リ
コ
ー
ル
さ
れ
た
製
品
を
確
認

す
る（
新
聞
の
社
告
や
独
立
行

政
法
人
製
品
評
価
技
術
基
盤
機

構（
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
…
ナ
イ
ト
）の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま

す
）。

　

身
近
な
製
品
に
潜
む
危
険
性
を

改
め
て
認
識
し
、
誤
っ
た
使
用
や

不
注
意
に
よ
る
製
品
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

※
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は
本

庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
�
�
４
０
４
２
）ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

身
近
な
製
品
事
故
を

　
　
　
　

防
ぎ
ま
し
ょ
う
！
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●
住
所
変
更
の
届
出
が
お
済
み
で

な
い
方

　

住
所
変
更
の
届
出
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
大
切
な「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」を
お
届
け
で
き
ま
せ
ん
。

住
所
の
変
更
・
訂
正
は
ご
自
身
に

よ
る
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
手
数
で
す
が
、
次
の
手

続
先
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

　

・・・
本
庁
お
よ
び
各
支
所
の
年

金
担
当
係

◎
厚
生
年
金
加
入
者
お
よ
び
国
民

年
金
第
３
号
被
保
険
者

　

・・・
厚
生
年
金
加
入
者
の
お
勤

め
先
の
社
会
保
険
担
当
の
方

◎
年
金
受
給
者

　

・・・
川
内
社
会
保
険
事
務
所（
住

所
変
更
用
ハ
ガ
キ
は
本
庁

お
よ
び
各
支
所
の
年
金
担

当
係
に
も
あ
り
ま
す
。）

●
結
婚
等
で
名
字
が
変
わ
っ
た
方

　

基
礎
年
金
に
結
び
付
い
て
い
な

い
約
５
千
万
件
の
記
録
に
つ
い
て
、

現
在
、
名
寄
せ
を
実
施
し
、
記
録

の
統
合
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

結
び
付
く
可
能
性
の
あ
る
記
録

を
探
す
た
め
に
も
、
お
手
持
ち
の

古
い
年
金
手
帳
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
氏
名
変
更
の
お
届
け
が
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
変
更
の
届
出
を

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

●
ご
確
認
と
ご
確
認
後
の
回
答
に

つ
い
て

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」で
は
、
社

会
保
険
庁
が
把
握
し
て
い
る
加
入

記
録
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ご
自
身
の
記
録
に
も
れ
が
な
い
か

十
分
に
ご
確
認
い
た
だ
き
、
訂
正

が
な
い
場
合
に
は
同
封
の「
確
認

は
が
き
」を
、
訂
正
が
あ
る
場
合

に
は「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」を
、

受
給
者
の
方
は「
年
金
証
書
」も
併

せ
て
必
ず
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

相
談
日　

２
月　

日（
木
）

１４

時　

間　

▼
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

０
時　

分
ま
で　

▼
午
後
１
時

１５

か
ら
同
３
時
ま
で

場　

所　

高
尾
野
支
所
会
議
室

内　

容　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
き
等

相
談
員　

川
内
社
会
保
険
事
務
所

職
員

※
込
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
付
加
年
金
に
加
入
し

ま
せ
ん
か
？

年
金
特
別
便
に
ご
協
力
を

出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
開
設
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１
月
６
日
、「
平
成　

年
市
消
防
出
初
め

２０

式
」が
、
市
多
目
的
広
場
、
広
瀬
河
原
等
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
消
防
署
員
や
消
防
団
員
ら
約

　

人
が
参
加
。

４６０
　

市
多
目
的
広
場
で
は
、
市
消
防
団
長
を

先
頭
に
団
員
ら
が
入
場
。
観
閲
後
、
消
防

活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
ら
の
表
彰
の

ほ
か
、
通
常
点
検
や
消
防
ポ
ン
プ
操
法
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
団
員
ら
は
市
多
目
的
広
場
か

ら
市
役
所
本
庁
前
を
通
り
、
広
瀬
河
原
ま

で
行
進
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
瀬
河
原
で
は
、
今
年
１
年
の

防
火
・
防
災
を
願
い
、
一
斉
放
水
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

１
月
５
日
、
二
十
歳
の
門
出
を
祝
う「
成

人
式
」が
市
文
化
会
開
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
正
月
に
帰
省
し
た
人
ら
を

含
む　

人（
男
性　

人
、
女
性　

人
）の
新

５８１

３１８

２６３

成
人
が
出
席
し
、
父
母
や
自
治
会
長
、
市

議
会
議
員
な
ど
多
く
の
方
が
祝
福
に
駆
け

つ
け
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
渋
谷
市
長
が「
失
敗
を
恐
れ
ず

に
挑
戦
し
、
悔
い
の
な
い
人
生
を
歩
ん
で

く
だ
さ
い
」と
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し

た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
宮
崎
俊
さ
ん（
下
高

尾
野
上
）が「
こ
れ
か
ら
は
、
社
会
人
と
し

て
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
、
個
人
の
夢
に

向
か
っ
て
一
生
懸
命
努
力
し
続
け
、
こ
れ

ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
少
し
で
も

お
返
し
が
で
き
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
」と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

成
人
式
を
開
催

　
　

月　

日
、
高
尾
野
町
高
校
生
ク
ラ
ブ

１１

１８

主
催
で「
遠
足
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
尾
野
地
域
の
小
学
３
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
を
対
象
に
、
同
ク

ラ
ブ
の
Ｐ
Ｒ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

養
っ
て
も
ら
お
う
と
、
同
ク
ラ
ブ
が
独
自

に
企
画
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
午
前
９
時　

分
に
ふ
れ
あ
い

３０

公
園
に
集
合
。
参
加
し
た　

人
全
員
で
ゴ

２６

ミ
拾
い
を
し
な
が
ら
高
野
山
ま
で
歩
き
、

高
野
山
で
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
ゲ
ー
ム
な

ど
の
ゲ
ー
ム
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

普
段
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
遠
足
で
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
走
り
回
り
、

楽
し
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

高
校
生
ク
ラ
ブ
が

遠
足
を
主
催　

防
火
・
防
災
を
願
い

　

昭
和　

年
に
出
水
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

５２

の
青
少
年
交
換
留
学
生
と
し
て
、
１
年
間
、

本
市
に
滞
在
し
た
パ
ト
リ
ッ
ク
・
サ
ン

テ
ィ
ロ
さ
ん
が
家
族
と
一
緒
に　

年
ぶ
り

３０

に
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
出
水
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

１１

２３

（
宮
後
治
八
会
長
）の
主
催
で
歓
迎
式
が
行

わ
れ
、
そ
の
席
上
、
サ
ン
テ
ィ
ロ
さ
ん
は

「
私
は
出
水
市
で
素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
水
市
が
大
変
気

に
入
っ
て
い
ま
す
。
出
水
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
出
水
市
の
皆
さ

ん
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
サ
ン
テ
ィ
ロ
さ
ん
は
、
ア
メ
リ

カ
大
使
館（
東
京
）に
勤
務
し
、
外
交
官
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
ぶ
り
に
本
市
を
訪
問

30

前列左端がパトリック・サンティロさん前列左端がパトリック・サンティロさん
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サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
の
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
に
入

団
が
決
定
し
て
い
る
、
本
市
出
身
の
永
畑
祐

樹
君
が
１
月
４
日
、
市
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

永
畑
君
は
、
現
在
、
神
村
学
園
の
３
年
生

で
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
。
昨
年
の
全
国
高
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
で
は
、
ベ
ス
ト
４
進
出
を

果
た
し
、
同
大
会
の
優
秀
選
手
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
全
国
高
校
総
体
に
は
鹿
児

島
県
代
表
と
し
て
出
場
。
同
学
園
サ
ッ
カ
ー

部
の
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

永
畑
君
は「
プ
ロ
の
世
界
は
厳
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
プ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
に
慣
れ
、
レ

ギ
ュ
ラ
ー
に
定
着
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
の
世
界
へ
！

　
　

月　

日
、
高
尾
野
青
年
団（
団
長
桐
野

１２

３０

貴
行
、
団
員
数　

人
）が「
そ
ば
打
ち
」を
企

２３

画
し
、「
打
っ
た
」そ
ば
を
近
所
や
親
族
に

配
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
青
年
団
が
、
団
の
活
動
や

団
員
を
支
え
て
く
れ
た
人
に
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
よ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、
同

青
年
団
で
は
初
め
て
の
試
み
。

　

当
日
は
、　

人
の
団
員
が
江
内
カ
ン
ト

１４

リ
ー
コ
ア
に
集
合
。
約　

人
分
を
、
慣
れ

１２０

な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
一
生
懸
命
作
り
ま

し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
桐
野
貴
広
さ
ん（
浦
窪
）

は「
団
の
活
動
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆

さ
ん
に
何
か
で
き
な
い
か
と
思
い
企
画
し

ま
し
た
。
手
作
り
の
そ
ば
で
年
を
越
し
て

ほ
し
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

　

県
立
出
水
工
業
高
等
学
校
電
子
機
械
科
の

松
尾
大
地
君（
２
年
）が
技
能
検
定
３
級
試
験

で
県
知
事
表
彰
を
受
け
、　

月　

日
、
市
長

１２

１９

に
報
告
し
ま
し
た
。

　

技
能
検
定
３
級
に
は　

の
種
類
が
あ
り
、

３１

松
尾
君
が
受
験
し
た
機
械
加
工（
普
通
旋
盤

作
業
）は
、
実
技
と
学
科
の
試
験
が
行
わ
れ
、

平
成　

年
度
か
ら
は
一
般
に
加
え
高
校
生
も

１６

受
験
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

松
尾
君
は
、
技
能
試
験
３
級
の
全
種
類
の

合
格
者
の
中
か
ら
、
実
技
・
学
科
を
合
わ
せ

て
特
に
優
秀
な
１
人
に
選
ば
れ
、
成
績
優
秀

者
と
し
て　

月　

日
、
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

１０

２７

で
伊
藤
祐
一
郎
県
知
事
か
ら
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

県
知
事
賞
を
受
賞

　

早
稲
田
大
学
野
球
部
の
細
山
田
武
史
さ

ん（
３
年
生
）が
、　

月　

日
、
市
長
室
を

１２

２８

訪
れ
ま
し
た
。

　

細
山
田
さ
ん
は
本
市
出
身
で
鹿
児
島
城

西
高
校
を
卒
業
後
、
早
稲
田
大
学
に
進
学
。

　

野
球
部
で
は
、
２
年
生
か
ら
正
捕
手
と

し
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
定
着
。
昨
年
春
の

リ
ー
グ
戦
で
首
位
打
者
と
な
り
、
全
日
本

大
学
選
手
権
で
は
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
米
大
学
野
球
で
は
、
全
日
本
代

表
の
捕
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
は
、
ハ
ン
カ
チ
王
子
こ
と
斉

藤
祐
樹
投
手
と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
み
、
と

も
に
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
選
ば
れ
る
な
ど
そ

の
才
能
は
高
く
評
価
さ
れ
、
今
後
も
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
学
野
球
で
活
躍
中
！
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ＨＯ
Ｔ！
 

ＨＯ
Ｔ！
 

　１２月５日、出水ライオンズクラブの本村満彰会長
ら４人が市長室を訪れ、市にＡＥＤ（自動体外式除
細動器）８台を寄贈されました。
　これは、同クラブの４５周年記念事業として実施さ
れたもので、寄贈していただいたＡＥＤは、市内の
全中学校および市立出水商業高校に設置しました。

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）を
寄
贈

　恒例の「ツルの恩返し便」の出発式が、１２月７日、
市役所本庁舎前で行われました。ツルの恩返し便
は、本市の特産品（みかんや水産加工品など）の詰
め合わせを、全国から募集したツルの里会員（会
費：一口３，０００円）へお届けするもので、会費の一
部はツルの保護費等として寄付していただきます。
　今年度は、約１，２００セットを全国へ発送しました。

　１２月２０日、本市と鹿児島県宅地建物取引業協会
（竹下豪会長）は、本市への定住希望者に対し、同協
会が家や土地など不動産の情報をまとめ、紹介する
協定を結びました。

市
と
県
宅
建
協
会
が

協
定
を
結
ぶ

　マルイ農業協同組合（高松智興組合長）から、テ
ント４張が寄贈されました。
　同組合は、平成１９年に５０周年を迎え、記念事業
等で使用したテントを市へ寄贈されたものです。
　寄贈されたテントは、市民スポーツ課で管理し、
様々なイベント等で使用する予定です。

テ
ン
ト
４
張
を
寄
贈

　西池保さん（朝日町）が、１０月１日、環境大臣表彰
（平成１９年度生活環境改善事業功労者表彰）を受けら
れました。
　西池さんは、（有）文化清掃社の代表取締役を務め
られており、長年、生活環境の保全および公衆衛生
の向上、浄化槽業界の発展に尽力された功績が認め
られたものです。

生
活
環
境
の

保
全
等
に
尽
力

ツ
ル
の
恩
返
し
便

　毎年、１１月から１２月ごろにかけて、本庁と市総合
医療センターの玄関に大輪菊が飾られています。
　これは、吉永良弘さん（上沖田）が「市民の皆さん
に見て楽しんでもらえれば」と自分で育てた菊を飾
られているもので、１２月２７日に、渋谷市長が吉永さ
んへ感謝状を贈りました。

感
謝
状
を
贈
呈
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○出水郡医師会では、日・祝日の当番医に加え、平日の午後８時から同１１時まで、救急患者に限り診療協力をしています。
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。
○当番医での受診は、急患に限ります。○小児科夜間の時間を９月から変更しました。
※［当］：日曜在宅当番医（午前９時～午後５時）、［夜］：夜間当番医（午後８時～同１１時）、［児夜］：小児科夜間当番医（午後７時～同１０時）

当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医ののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせ当番医のお知らせ

２　　　　　月

医 療 機 関 名日医 療 機 関 名日

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
１４�

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
１�

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○７２ ００１６（阿久根市）外・小児・整外科北国医院［夜］
１５�

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

２� �○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

１６�

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］

�○８２ ００１７上の原・高尾野外科高尾野医療センター［夜］�○６２ ３１１１東大野原内・外科吉井中央病院［当］

３�

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］�○６２ １５５９春日町産婦人科広瀬産婦人科医院［当］

�○８４ ２０２３仮 屋内科野田医療センター［当］

１７�

�○７２ ００３８（阿久根市）内・外科喜多医院［当］

�○６２ ０００９広 瀬産婦・内・小児科白男川クリニック［当］�○７４ ００５４（阿久根市）内科大川診療所［当］

�○７２ ０４２０（阿久根市）内・外・小児科山田クリニック［当］�○８８ ２５９５（長島町）内・外科平尾診療所［当］

�○８６ ００５４（長島町）内・外科鷹巣診療所［当］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
４�

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
１８�

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
５�

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
１９�

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
６�

�○８２ ００１７上の原・高尾野内科高尾野医療センター［夜］
２０�

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
７�

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
２１�

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○８２ ３１１３西水流内・精神・神経科高尾野病院［夜］
８�

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
２２�

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

９� �○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

２３�

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］

�○６２ ０１６７栄 町二宮医院［児夜］�○６２ ０２４１平良馬場消化・内・外科クリニック．なかむら［当］

１０�

�○６３ ７０１１春日町内・消化・放射線科おかだクリニック［当］

２４�

�○８２ ００４８大 和消化・内科恒吉医院［当］

�○６４ １１８７東大野原耳鼻咽喉科せき耳鼻咽喉科クリニック［当］�○６８ ０６３３（阿久根市）小児科しみずこども医院［当］

�○７２ ００１６（阿久根市）外・小児・整外科北国医院［当］�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］

�○８８ ２５９５（長島町）内・外科平尾診療所［当］�○８２ ００１７上の原・高尾野内科高尾野医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○８２ ００１７上の原・高尾野外科高尾野医療センター［夜］�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］

�○６２ ０１６７栄 町二宮医院［児夜］�○６３ ２３３３井 上循環器・内科北満医院［当］

１１�

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
２５�

�○６２ ８８０１西 町整外科平田整形外科クリニック［当］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６４ ６１００（阿久根市）内・外科門松医院［当］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
２６�

�○８８ ６４０５（長島町）内・外科長島クリニック［当］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
２７�

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
１２�

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
２８�

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
１３�

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
２９�

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］
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２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事月の主な行事

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数とととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口世帯数と人口
（１月１日現在：住民基本台帳）

２万４，０８１（±　０）世 帯 数
５万７，７５７（＋　３）人　　口
２万７，０５６（＋１８）男
３万　７０１（－１５）女

４０出　　生
４９死　　亡
１１３転　　入
１０３転　　出

（　）内は前月比

※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（��０１１９）にお問い合わせください。

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医・・・・・・・・・・・・・・当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局休日当番医・当番薬局
２月　３日

米ノ津駅通り�○６７ ５８４４歯 科し お 歯 科 医 院

東大野原�○６３ ６６７８マ リ ン 薬 局

２月１０日

（阿久根市）�○７３ ０４７０歯 科久 木 田 歯 科 医 院

平良馬場�○６３ ３０７０ふ れ あ い 薬 局

２月１１日

茶 円 堀�○６２ ８２４１歯 科は し ぐ ち 歯 科 医 院

渡 瀬 口�○６２ ８８１３タ カ ラ 調 剤 薬 局

桜 町�○６２ ６０７０ひ ま わ り 薬 局

２月１７日

元町・出水�○６７ ３６０８歯 科徳 森 歯 科 医 院

早 馬�○６７ １０７８中 村 五 郎 薬 局

２月２４日

（阿久根市）�○７３ ３２２２歯 科宮 薗 歯 科 医 院

東大野原�○６２ ９２９２メ ー プ ル 薬 局

３日（日）�第２回生涯学習推進大会（午後１時３０分・

市文化会館）

　　　　�サンデーサイエンス（午後２時・クレイン

パークいずみ）１０日（同）、１７日（同）、２４日

（同）

８日（金）�冬の星空観望会「冬の星座と土星の観察会」

（午後８時・市青年の家・９日まで）

９日（土）�第２１回出水ツルマラソン大会前夜祭（午後

６時３０分・出水公会堂）

１０日（日）�第２１回出水ツルマラソン大会（午前９時・

市陸上競技場スタート）

１７日（日）�ふるさと育成塾第３回講演会（午後１時３０

分・市文化会館）

　　　　�県下一周駅伝競走大会第２日目ゴール（午

後３時ごろ・市役所本庁前）

１８日（月）�県下一周駅伝競走大会第３日目スタート

（午前９時・野田支所前）

２４日（日）�野田地域河川一斉清掃（午前８時・野田地

域河川周辺）

　市ふるさと育成塾では、第３回講演会を開催します。
　奮ってご参加ください。

第３回講演会
テーマ
　「人のつながり、ふるさとってすばらしい」
日　時　２月１７日（日）午後１時３０分～同３時
場　所　市文化会館
参加料　５００円
　　　※塾生は無料。塾生証を提示してください。
講　師　
　ダニエル・カール氏
内　容
　ダニエルカール氏は、大学
卒業後、英語指導主事助手と
して山形県に赴任。３年間英
語教育に従事後、上京し翻
訳・通訳会社を設立。テレ
ビ・ラジオ等の仕事を兼務し
現在に至る。
　日ごろから「ふるさとは日本である」と公言。「どこの
地域でも良さはたくさんある。景色の良さ、方言の良
さ、人の良さ。」そんなふるさとの良さを山形弁を交え、
楽しく、愉快に語っていただきます。

平成１９年度平成１９年度
出水市ふるさと育成塾出水市ふるさと育成塾

第３回講演会

歴史民俗資料館歴史講座

「感応寺と島津家の歴史」
　建久５年（１１９４年）に島津家初代島津忠久公によって創
建された「感応寺」と「島津家」にまつわるお話です。
　その他、県重要文化財「十一面千手観世音菩薩」や島津
家初代忠久公以下五代までの分骨された墓碑「五廟社」等、
歴史的にも貴重な文化財を見ることもできます。
　郷土の歴史を学ぶ良い機会です。奮ってご参加ください。

日　　時　２月１７日（日）午後１時３０分　※１時間３０分程度
場　　所　市野田町感応寺本堂
講　　師　感応寺住職　芝原　一三氏
定　　員　７０人
申込方法　電話等で申し込んでください。
受 講 料　無料
問い合わせ先　市立中央図書館（��２１０５）
　　　　　　　市出水歴史民俗資料館（��０２５６）
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冬
場
、
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
周
辺
を

米
ノ
津
川
に
沿
っ
て
野
鳥
観
察
す
る

と
、
２
時
間
足
ら
ず
の
間
に　

種
類

４０

近
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
、

カ
イ
ツ
ブ
リ
、
カ
ワ
ウ
、
バ
ン
、
オ

オ
バ
ン
、
シ
ギ
類
、
カ
モ
類
な
ど
の

水
鳥
で
す
。
カ
モ
類
の
オ
ス
は
羽
の

色
が
美
し
く
、
わ
り
と
見
つ
け
や
す

い
の
で
、
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し

な
が
ら
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

写
真
は
、
マ
ガ
モ
。
頭
の
緑
色
と

青
紫
の
風
切
り
羽
が
と
て
も
美
し
い

カ
モ
で
す
。
羽
は
ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う

な
風
合
い
で
、
光
の
角
度
に
よ
っ
て

は
青
紫
色
に
も
見
え
ま
す
。

『今月の問題』
　マガモの食べ物は何で
しょう。
　
　Ａ　小魚
　Ｂ　イネ科の種子など植

物質の物
　Ｃ　甲殻類
　
☆答えはホームページか来
月号で
（先月号の答えは、
　Ａの水位の浅い水のある
所でした。）

22

マガモ
（左が雄、右が雌）

　第２０回全国健康福祉祭いばらき大会「ねんりんピッ
ク茨城２００７」が平成１９年１１月１０日から同１３日まで開催
され、本市から村上忠良さん（新蔵中）ら６人がマラソ
ン交流大会に参加しました。
　また、同大会には本市から、卓球交流大会に田川洋
子さん（上山崎）も参加しました。
　今年は、鹿児島県において、『ねんりんピック鹿児
島２００８』が開催され、本市においても、１０月２５日から
同２７日までの３日間、「剣道交流大会」と「俳句交流大
会」が開催されます。

22
大川内中学校 

生徒数：23人 

お年寄りとのほうき作り（体験学習）お年寄りとのほうき作り（体験学習）

ねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククククククククククククククク茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城222222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000777777777777777777777777777777777ににににににににににににににににににににににににににににににににに出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場ねんりんピック茨城2007に出場

学校教育目標
　一人一人が輝き
　「生きる力」を
　磨き合う生徒の育成

ねんりんピック茨城２００７のマラソン交流大会に参加した皆
さん、写真上段左から原田陸夫さん（前田）、坂本昭雄さん
（六月田下）、川上紀夫さん（切通）、橋口等さん（六月田中）
下段左から、村上忠良さん（新蔵中）、渋谷市長、岩下伸次
さん（福ノ江）

【目指す学校像】
１　明るいあいさつが響き合う学校
２　活力に満ち、落ち着きと潤いのある学校
３　整然として美しい学校
４　地域から信頼され、親しまれる学校

老人保健施設でのボランティア活動老人保健施設でのボランティア活動

上場高原でコスモスの苗を植え付け（生徒会活動）上場高原でコスモスの苗を植え付け（生徒会活動） 地域の方に指導してもらい米作りを体験（体験学習）地域の方に指導してもらい米作りを体験（体験学習）

平成３年に大川内地区伝統工芸である紙漉を復活させま平成３年に大川内地区伝統工芸である紙漉を復活させま
した。地域の出口義信さんに指導していただきながら、毎した。地域の出口義信さんに指導していただきながら、毎
年、手漉き和紙の卒業証書を作成しています。年、手漉き和紙の卒業証書を作成しています。

豊かな体験活動 


